
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　アガタとヤクモ







　ザシュッ！

　襲おそいかかるモンスターに、アガタの太刀たちが食くい込こんだ！

　斬きり払はらうなり太刀たちを返かえす。

　反はん対たいから襲おそいかかってきたモンスターに一いち撃げき！

　ズウッ、と重おもい手て応ごたえが腕うでに返かえる。

「うおおっ」

　そのまま、斬きり伏ふせる。

　ズシャア!!

　モンスターは地じ面めんに落おち、動うごかなくなった。

　これが、最さい後ごの一頭とうだ。

　小こ型がたモンスター・ジャグラス。

　群むれで行こう動どうするので、狩かるときは複ふく数すうを同どう時じに相あい手てすることになる。

「よおっし、狩しゅ猟りょう達たっ成せい！」

　アガタは叫さけんだ。

「最さい後ご、なかなかだったろ、二頭とう続つづけてズシャーーって！」

「自じ分ぶんで言いうのニャ」

　オトモアイルーのサツキがつっこむ。

　アイルーはネコに似にた小こ型がた獣じゅう人じん種しゅだ。

「オレ、前まえ向むきなのが取とり柄えだから！　駆かけ出だしハンターなのに、よくやったオレ！」

「それも自じ分ぶんで言いうのニャ」

「前まえ向むきだからな！」

　アガタは駆かけ出だしハンター。

　修しゅ行ぎょうの旅たびは、はじまったばかり。

　自じ分ぶんで自じ分ぶんをほめて、伸のびていくんだ。

「ん？　あれは……！」

　アガタの目めがキランっと輝かがやいた。

　黄こ金がね色いろの羽はねを持もつ鳥とりが、木きの枝えだにとまっている。

「環かん境きょう生せい物ぶつだ」

　フィールドにいるモンスター以い外がいの生いき物ものを、環かん境きょう生せい物ぶつと呼よぶ。

　鳥とり、虫むし、小しょう動どう物ぶつなど、種しゅ類るいはさまざま。

　アガタはハンターだから、モンスターを狩かるのが主おもな仕し事ごと。

　だけどアガタはモンスターだけでなく、フィールドにいる環かん境きょう生せい物ぶつにも興きょう味みいっぱい。

　というか、環かん境きょう生せい物ぶつが大だい好すきだ。

　いろんな土と地ちにいる環かん境きょう生せい物ぶつにも出で会あいたくて、旅たびをはじめたんだ。

「あれは、マネキキズクだ！」

　アガタは目めがいい。

　遠とおくの小ちいさな生いき物ものまで、ばっちり見み分わけることができる。

「え、ニャに？」

　サツキはなんのことかわからないみたいで、その場ばでキョロキョロしている。

「マネキキズク！　すっげーめずらしいフクロウ！　捕つかまえたい、さわりたい！」

　アガタはオトモガルクのハルトの背せ中なかに乗のった。

「捕つかまえに行いくぞ！」

　ハルトは無む口くちな頼たよれるヤツ、犬いぬに似にたガルクという生いき物ものだ。

「ちょっと待まってニャ！」

　サツキもあわてて、アガタとハルトの後あとを追おってくる。

「間ま違ちがいない、マネキキズクだ。金きん色いろの羽はねとネコみたいな顔かお！　うっわ、見みるの二回かい目めだよ、前まえはすぐ逃にげられちゃって、ああっ、アタマをくるくるしてる、かわいいな！　縁えん起ぎのいい生いき物もので、さわることができたらお金かね持もちになれるらしいって！」

　アガタは興こう奮ふんして一ひと息いきにしゃべりまくる。

「わかったから息いきつぎもしなさいニャ！」

「よーし、気きづかれてないぞ。ハルト、ゆっくりゆっくりな、静しずかに静しずかに……」

　アガタの言こと葉ば通どおりに、ハルトはスピードを落おとし、足あし音おとを立たてないように近ちかづいていく。

「もう、ぜんぜん聞きいてないニャ」

　サツキがため息いきをつく。

「アガタときたら、ニャにかに夢む中ちゅうになると、ほかのことがぜんぜん見みえなくなるニャ」

　アガタの大おおきな目めには、今いま、木きの上うえのマネキキズクだけが映うつっている。

　ハルトの背せ中なかから、静しずかに降おりて。

　両りょう腕うでを広ひろげ、ゆーーっくりと近ちかづく。

　マネキキズクがとまっている枝えだは、アガタの身しん長ちょうよりずっと高たかい。捕つかまえるためには、木きに登のぼらなくてはならない。

　よし、木きの下したまで来きた、あとは静しずかに幹みきを登のぼって……。

「……ん？」

　アガタが見みていたのは、マネキキズクだけだったから。

　背はい後ごの気け配はいに気きづくのが、一ひと呼こ吸きゅう遅おそかった。




「ガゥオオゥ!!」




　青あおい岩いわのような固かたまりが、吠ほえながらアガタに襲おそいかかってきた！

「うわっ」

　よけるだけでせいいっぱい。

　アガタは地じ面めんに転ころがった。

　青あおい岩いわのような固かたまりは、ドシンッと木きにぶつかって止とまった。

　木きが揺ゆれて、おどろいたマネキキズクがバサバサと飛とび立たっていく。

「ああっ、マネキキズクが……」

　ついマネキキズクを目めで追おってしまったアガタの前まえで、青あおい固かたまりがぬおおっと立たち上あがった。

　岩いわのように転ころがってきたのは、硬かたい甲こう殻かくで包つつまれたモンスター・アオアシラだった。

　後うしろ脚あしで立たち上あがった姿すがたは、アガタよりずっと大おおきい。

「やばっ……」
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　マネキキズクに気きを取とられたせいで、太刀たちを抜ぬくヒマがなかった。

　しかも、尻しりもちをついたままだ。

　アオアシラが、鋭するどい爪つめのある前まえ脚あしを振ふりあげた！

　絶ぜっ体たい絶ぜつ命めい！

　そう思おもった、そのとき。




　光ひかる蟲むしがすーっと飛とんできたかと思おもうと。

　アオアシラがどうっと倒たおれた。




「え……？」

　なにが起おこったんだ？

　アガタは目めをぱちくり、まばたきをくり返かえした。

　アガタとアオアシラの間あいだに、ひとりの男おとこが立たっている。

　ハンターだ。

　いつの間まに現あらわれた？

　右みぎ手ての太刀たちで、アオアシラに一いち撃げきを与あたえたらしい。

　アオアシラはゴロゴロと転ころがると、そのまま逃にげていった。

「大だい丈じょう夫ぶか？」

　ハンターはアガタを振ふり返かえり、手てを差さしのばしてきた。

　その手てを、アガタは両りょう手てでガシッと握にぎる。

「なあ、今いまのなに!?」

「えっ？」
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「今いま、蟲むしが飛とんできたよな？　でもってあんたも飛とんできたよな？　あの蟲むし、ここらへんでよく見みかける蟲むしだけど、なにあれ、あんな使つかい方かたできるの!?」

　アガタは一いっ気きにまくし立たてた。

「ちょ、近ちかい近ちかい！」

　ハンターがびびってアガタを振ふりほどく。

「あっ、そうだ。しまった」

「え、なに」

「助たすけてくれてありがとう。先さきに礼れいを言いわなきゃダメだよな、ごめん」

　アガタはガバッと頭あたまを下さげた。

「あー……うん、無ぶ事じならよかった。ていうか君きみ、忙いそがしいな」

　一いっ気きにしゃべったり、あやまったりするアガタに、ハンターは笑わらい出だした。

　アガタより少すこし年とし上うえだろう。背せもアガタより頭あたま半はん分ぶん高たかい。

「オレ、アガタ」

　アガタは、改あらためて自じ己こ紹しょう介かいした。

「駆かけ出だしハンターで、修しゅ行ぎょうの旅たびに出でたところ。こっちがオトモアイルーのサツキで、こっちがオトモガルクのハルト」

「助たすけてくれてありがとニャ」

　サツキはうやうやしく頭あたまを下さげ、ハルトはきちんと前まえ脚あしをそろえてすわり、恩おん人じんのハンターを見み上あげている。

「これはごていねいに」

　ハンターはオトモたちにも、きれいに一いち礼れいした。

　親したしみやすい笑え顔がおで、彼かれも名な乗のった。

「おれはヤクモ。カムラの里さとのハンターだ」







２　翔かけり蟲むし







「カムラの里さと？　あ、知しってる！　たたら製せい鉄てつで有ゆう名めいなところ！」

　アガタがそう言いうと、ヤクモはうれしそうにうなずいた。

「有ゆう名めいなんだ？　そう、良りょう質しつな鉄てつが取とれる里さとだよ。名めい匠しょうがいるから、いい武ぶ器きも作つくれるし」

「そこのハンターなんだ、すごいな」

「って言いっても、正せい式しきにハンターになって間まもない、新しん米まいだけどな」

「新しん米まい？」

　アガタはおどろいた。だって、

「ぱーっと飛とんできてどーんとアオアシラに一いち撃げきくらわせたのに、新しん米まいなんだ？」

「ぱーっとでどーん、かぁ。あはは。カムラの里さとではみんな翔かけり蟲むしを使つかうから、ぱーっと飛とぶくらいは大たいしたことないよ」

「翔かけり蟲むし？　さっきの蟲むし、翔かけり蟲むしっていうんだ」

　アガタの目めがキランっと輝かがやく。

「蟲むし好すきなの？」

「大だい好すき！　っていうか、環かん境きょう生せい物ぶつが好すき。ハンターとしての腕うでを磨みがくことはもちろんだけど、いろんな土と地ちに住すむ環かん境きょう生せい物ぶつをこの目めで見みたい！　ってのもあって、旅たびに出でたんだ」

「あー、なるほど、その大おおきな目めで、かあ」

　ヤクモは笑わらいながら、腰こしの虫むし籠かごから青あお白じろく光ひかる蟲むしを一匹ぴき取とり出だした。

「これが翔かけり蟲むし。この蟲むしが出だす鉄てっ蟲ちゅう糸しという糸いとを使つかうんだ」

「人にん間げんがつかまって飛とべるくらい強つよい糸いとってこと？　すごい！」

「こうしてね……」

　ヤクモは翔かけり蟲むしを飛とばし、蟲むしから出でる糸いとで簡かん単たんにジャンプしてみせた。

　さっきマネキキズクがとまっていた枝えだに、ひとっ飛とび。

「こんな感かんじで使つかうんだ」

「かっこいい！」

　この森もりに来きてから、何なん度どかこの蟲むしを見みかけていた。

　光ひかってきれいだとは思おもっていたけど、そんな利り用よう方ほう法ほうがあるなんて知しらなかった。

　すごいすごい！　自じ分ぶんもあんな技わざ、できたらいいのに。

　アガタは興こう奮ふんして周しゅう囲いを見み回まわした。

「あ、いた！」

　アガタは野や生せいの翔かけり蟲むしを見みつけて猛もうダッシュ！

「捕つかまえたっ。これ、これだよな、翔かけり蟲むしって」

　アガタはヤクモに向むかって手てを振ふった。

「え、よく見みつけたな……ていうか、あんなに遠とおくにいたのに、見みえたんだ？」

「アガタはやたらと目めがいいのニャ」

　木きの上うえでつぶやくヤクモに、下したにいるサツキが返かえした。

　アガタは翔かけり蟲むしを両りょう手ての中なかに収おさめて、ヤクモのいる木きの下したまで戻もどってきた。

「なあこれ、それで、どうすれば飛とべるんだ？」

「わかった、教おしえるよ」

　ヤクモは翔かけり蟲むしを使つかって楽らく々らくと木きから下おり、アガタの横よこに来きた。

「ヤクモって、いいヤツだなあ」

「え、なんで？」

「だって、教おしえてくれるんだもん、こうやって」

　出で会あったばかりの、見みず知しらずのアガタに。

「あんなに感かん動どうされたら、親しん切せつにしたくなるよ」

　ヤクモは笑わらう。アガタもつられて笑わらった。

「だって、かっこいいもん！」

「あはは、ありがと」

「で、どうやって使つかうんだ？」

　アガタが翔かけり蟲むしを指ゆびでつつくと、ネバネバした糸いとが指ゆびについた。

「ああ、まず、持もち方かたから……」

　ヤクモが説せつ明めいしようとしたけれど、すでにアガタの指ゆびには糸いとがくっついている。

　これ、このまま投なげたらいいのか？

「えっと、こうかな？」

　アガタは、さっきヤクモがやっていたのを思おもい出だしていた。

　指ゆびについた糸いとはそのままにして、蟲むしを遠とおくへ投なげる。

「おわっ!?」

　糸いとにビィーーンと引ひっ張ぱられて、アガタの体からだが宙ちゅうに浮ういた！

「おっ？」

　が、すぐに真ま下したへ落らっ下か。

　どっしーーん！

「いってーー！」

「大だい丈じょう夫ぶか!?」

「大だい丈じょう夫ぶニャ？」

　アガタのもとへ、みんなが駆かけつけた。

「大だい丈じょう夫ぶ……。ああっ、翔かけり蟲むし逃にげちゃった！」

「もう、蟲むしなんてどうでもいいのニャ、ケガしてないのニャ？」

「でも今いまオレ、浮ういたよな？　すっげーー！　翔かけり蟲むしすげーー！」

　アガタは大だい興こう奮ふん。

　環かん境きょう生せい物ぶつってすごい。

　アガタが知しらない能のう力りょくを持もつ生いき物ものたちが、世せ界かいにはたくさんいるんだ。

「見みただけで、翔かけり蟲むしを使つかってみせるなんて……」

　ヤクモが感かん心しんしたようにつぶやいた。

　そのとき。

　バキバキバキッ、と大おおきな音おとがした。

　なにか重おもいものが、周しゅう囲いをけちらしながら近ちかづいてくる音おとだ。

「アオアシラ!!」

　さっきのモンスター・アオアシラが、再ふたたび現あらわれた。

　すごい勢いきおいでこちらに向むかって走はしってくる。

「よーし！」

　アガタは太刀たちを抜ぬいて構かまえた。

　さっさはマネキキズクに気きを取とられてたけど、今こん度どはちゃんと迎むかえ撃うつぞ。

「ん？　待まって」

　ヤクモがアガタを止とめた。

　アオアシラの様よう子すがおかしい。

　アガタたちに向むかってきているのではなく……。

　なにかから逃にげているんだ!!

「っしゃあ～～！」

　どこか楽たのしげな声こえがして、アオアシラを追おいかけてひとりの女じょ性せいハンターが現あらわれた。

　光ひかる蟲むしを操あやつり自じ在ざいにジャンプし、アオアシラに斬きりかかる。

　太刀たちの動うごきはすばやく、アオアシラはよける間まもなく何なん発ぱつもくらった。

　アオアシラは、もうふらふらだ。

　動うごきがにぶい。

「さて。それじゃここで一いっ発ぱつきめちゃいますかね」

　女じょ性せいハンターが太刀たちを構かまえた。

　なにかしら技わざを出だそうとしている？　アガタは息いきをのんだ。

　だが、その前まえに。

　バーーン！

　鋭するどい音おとが響ひびいた。

　アオアシラが横よこ面つらを撃うたれ、ピタリと動うごきを止とめた。

　ハンターはもうひとりいた。ライトボウガンを構かまえた男おとこだ。

　動うごきを止とめたアオアシラは、ゆっくりと倒たおれた。

　アオアシラはもう動うごかない。

　狩しゅ猟りょう達たっ成せいだ。

「ちょっとぉー、こっからが見みせ場ばだったのに」

　女じょ性せいハンターが声こえを上あげた。

　まさか、横よこからとどめをかっさらわれるとは。と、言いいたげに頭あたまをかく。

「もう弱よわってたからな」

　男おとこは軽かるく受うけてアオアシラのもとへ行いって、剥はぎ取とりをはじめた。

　倒たおしたモンスターの素そ材ざいを剥はぐのは、ハンターの務つとめだ。

　モンスターの存そん在ざいを無む駄だにすることなく、糧かてとするんだ。

「すっげー、強つえぇえ！　かっこいいーー！」

　出で番ばんのなかったアガタは、くやしがるよりなにより、興こう奮ふんした。

「なに今いまの、びゅーんって飛とんで、くるくるしゅぱーって！」

「……ヤクモ？　なに、その子こ？」

　女じょ性せいハンターがヤクモに声こえをかける。

「あっ、やっぱりヤクモの知しり合あいなんだ！　同おなじように、翔かけり蟲むし使つかって狩しゅ猟りょうしてるもんな！　オレ、アガタ！　駆かけ出だしハンターで環かん境きょう生せい物ぶつ大だい好すきで旅たびの途と中ちゅうで、さっきヤクモに出で会あって、翔かけり蟲むしぴゅーってのに感かん動どうして大だい好すきになって！」

「アガタ、いいから息いきつぎしなさいニャ」

　興こう奮ふんすると、息いきを吸すうことも忘わすれて、まくしたててしまう。

「アガタ、落おち着ついて。このふたりはおれと同おなじカムラの里さとのハンターで」

「あっはっは、おもしろい子こだねー。私わたしはモンジュ、でもってこっちは、ヒバサ」

　モンジュと名な乗のった女じょ性せいハンターは、もうひとりのハンターをヒバサと紹しょう介かいした。
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　ヒバサはクールな様よう子すでアガタを見みた。

「ずいぶんと若わかいハンターだな。装そう備びも新あたらしいし、旅たびをはじめて間まもないわけか」

「だから自じ分ぶんで駆かけ出だしハンターって言いってるわけだろ？　まず己おのれを知しる！　いいことだ。でもって、先せん輩ぱいの勇ゆう姿しを素す直なおに賞しょう賛さんする！　私わたしに似にて賢かしこいじゃない！」

　モンジュは豪ごう快かいに笑わらった。

「ああ！　びょんびょんびゅーん、しゅぱーーって、かっこいい、すごい！」

　アガタはキラキラした目めでモンジュを見み上あげている。

　自じ分ぶんと同おなじ太刀たち使つかいで、翔かけり蟲むしを使つかってモンスターを狩しゅ猟りょうするベテランハンターと出で会あえるなんて。

「そうか、かっこいいか」

「アガタとはついさっき出で会あったんだけど、この子こ、はじめて翔かけり蟲むしを見みたのに、見みよう見みまねで飛とんでみせたんだよ」

　ヤクモが言いうと、

「はじめてで？　へええ、素そ質しつあるじゃん！」

「見みよう見みまねか。ほう」

　モンジュとヒバサは感かん心しんしたように声こえを上あげた。

「翔かけり蟲むしを使つかって狩かりをするって、オレにもできるかな？」

「できるできる、人にん間げん努ど力りょくしてできないことはない！」

　モンジュは機き嫌げん良よく断だん言げんした。

「……そうだ！」

　モンジュはなにか思おもいついたようだ。

「アガタっていったね、アンタ。カムラの里さとに来こないか？　翔かけり蟲むしなら里さとの者ものはみんな使つかえるし、修しゅ行ぎょうにちょうどいいぞ？　ヤクモ、いろいろ教おしえてやりなよ」

「おいモンジュ、いきなりなに言いってんだ」

　調ちょう子しよくしゃべるモンジュに、ヒバサがストップをかけた。

「いいじゃないか、百ひゃく竜りゅう夜や行こうも近ちかいし、ハンターは多おおい方ほうがいい」

「百ひゃく竜りゅう夜や行こうが近ちかいからこそ、駆かけ出だしには荷にが重おもいだろ」

　百ひゃく竜りゅう夜や行こう？

　聞きき慣なれない言こと葉ばだ。なんのことか、さっぱりわからない。

　でも、わからなくても問もん題だいない。オレは、翔かけり蟲むしを使つかってみたい!!

「ありがとう、オレがんばる！」

　アガタは目めをキラキラさせて、うなずいた。

「翔かけり蟲むし使つかえるようになるぞ！　ヤクモ、よろしくな！」







３　カムラの里さと







　ヤクモたちに連つれられて、アガタはカムラの里さとにやってきた。

　製せい鉄てつの煙けむりの上あがっている、活かっ気きのある里さとだ。

「まず里さとの中なかを案あん内ないするよ」

　と言いうヤクモに、

「先さきに翔かけり蟲むしの訓くん練れんをしてくれ！」

　と、頼たのみ込こんだ。

「……そんなキラキラした目めで言いわれても……」

　ヤクモはたじたじ。

「あっはっは。ようするに、翔かけり蟲むしに夢む中ちゅうでガマンできないってか」

「ヤクモ、そいつをウツシ教きょう官かんのとこに連つれて行いってやりな」

　モンジュとヒバサに言いわれ、ヤクモはついに笑わらい出だした。

「わかったよ。アガタにはかなわないや。まず修しゅう練れん場じょうに行いくぞ！」

　そこでアガタは、ウツシ教きょう官かんを紹しょう介かいされた。

　教きょう官かん、と言いうからガンコそうなおじさんかと思おもいきや。

「わざわざ翔かけり蟲むしの使つかい方かたを学まなびに？　それはすばらしいね！　よし、見み所どころがあれば正せい式しきに君きみも弟で子しにしよう。まずは体たい験けん弟で子し入いりだ！」

　ウツシ教きょう官かんはさわやかな青せい年ねんだった。

「よろしくお願ねがいします！」

「なにごとも基き本ほんが大だい事じだ。さあ、まずは基き本ほんフォームから……」

「うっす！」

「狙ねらったところに飛とばさなければ意い味みがない。大たい切せつなのは体たい幹かんだ」

「了りょう解かいっす！」

「あわてるな！　狙ねらいがブレたらやり直なおす、ブレたまま飛とんでもろくなことにならない！」

「わかりました！」

　ウツシ教きょう官かんはさわやかな青せい年ねんだが、鍛たん錬れんはきびしかった。

　ウツシ教きょう官かんの指し示じに、アガタは全ぜん身しん全ぜん霊れいで応こたえる。

　言いわれたとおりに素す振ぶりをくり返かえし。

　翔かけり蟲むしを虫むし籠かごから取とり出だす練れん習しゅうをし。

　的まとに向むかって何なん度ども投なげて。

　次つぎにようやく、翔かけり蟲むしの糸いとで飛とぶ訓くん練れんをし。

　高たかいところ、低ひくいところ、あるいは遠とおくへ。

　ばびゅーん、と飛とぶ動どう作さをえんえんくり返かえし。

　日ひが傾かたむくまで、訓くん練れんをやり続つづけた。

「合ごう格かくだ、アガタくん。正せい式しきに君きみを弟で子しと認みとめよう。君きみは今日きょうから我わが愛まな弟で子しだ！」

「ありがとうございます、教きょう官かん!!」

　ウツシ教きょう官かんとアガタは、ガシッと手てを握にぎり合あった。
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「ありがとなー、ヤクモ！　おかげで弟で子し入いりできたよー」

「はじめての訓くん練れんなのに、教きょう官かんと同おなじテンションで最さい後ごまで、よくもったな」

「同おなじテンション？　訓くん練れんが激はげしいってこと？　たしかに、めっちゃきびしかった！」

「訓くん練れんの激はげしさもだけど、その上うえ、声こえ出だしもするだろ？　あれ、地じ味みにきついのに、最さい後ごまでやり通とおすなんて、すごいよ」

「声こえ出だした方ほうが気き合あい入はいるじゃん。うおーーっ」

「あー、アガタって、教きょう官かんと同おなじタイプだな……」

　相あい性しょうがいいのはよいことです。

　修しゅう練れん場じょうをあとにしたアガタたちは、先さきほどは素す通どおりした広ひろ場ばに戻もどった。

「里さとの入いり口ぐちから順じゅん番ばんに案あん内ないしようと思おもってたのに、いきなりいちばん奥おくの修しゅう練れん場じょうに行いっちゃったからね」

　先さきに歩あるくヤクモが言いう。

「ここはオトモ広ひろ場ばだよ」

　ハンターと同どう行こうし、狩かりのお手て伝つだいをするアイルーとガルク。

　そのオトモたちが集あつまっている。

「ほんとだ、オトモがいっぱいいる」

「お仲なか間まニャ」

「バウ」

　サツキとハルトも興きょう味み津しん々しんだ。

　広ひろ場ばの中ちゅう央おうにモンスターの形かたちをした大おおきなカラクリがあり、オトモアイルーやオトモガルクが訓くん練れんにはげんでいる。

　それとは別べつにくつろいでいる者ものたちもいるし、荷に下おろしをしていたり絵えを描かいていたりと、自じ由ゆうに過すごしているようだ。

　広ひろ場ばは小ちいさな島しまのようになっていて、異い国こくの交こう易えき船せんも停とまっている。

　とても活かっ気きのある場ば所しょだった。

「楽たのしそうニャ！」

「バウ？」

「ハルト？　どこ行いくんだ？」

　いつも黙だまってアガタのそばにいるハルトが、アガタを残のこして移い動どうした。

　ハルトが向むかった先さきには、ひとりの少しょう年ねんがいた。

「あれ？　見みかけない子こだね。どこから来きたの？　いい子こだね」

　少しょう年ねんはやさしく声こえをかけながら、ハルトをなでる。

　そのなで方かたがよほど気き持もちいいのか、ハルトは少しょう年ねんのそばにぺたんとすわった。

「……ハルト、どうしたオマエ……」

　アガタはびっくり。

　あのクールなハルトが、見み知しらぬ少しょう年ねんになつき……ついには腹はらを見みせて寝ね転ころがっている。

「君きみのオトモガルク？　やさしくて賢かしこくて、いい子こだね」

「うん、やさしくて賢かしこくて、頼たよれるやつなんだけど……なんか、いつもとちがう……」

「バフ、バァウ……」

　ハルトはうっとりとなでられている。

「すごいなあんた、ハルトがメロメロだ。匠たくみの手ての持もち主ぬしってやつか！」

「おもしろいことを言いうね」

　少しょう年ねんはほがらかに笑わらった。

「ボクはただ、この子こがよろこぶようになでているだけだよ。よろこんでくれたら、うれしいからね」

「ガルクの気き持もちを察さっしてなでてるのか！　ほおお」

「ボクはイオリ。ここで、オトモ雇こ用よう窓まど口ぐちをしているんだ。オトモを増ふやしたかったら、いつでも相そう談だんして。いい子こを紹しょう介かいするよ」
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「それでオトモの気き持もちがわかるのか。すごいな。オレも見み習ならわなきゃな。オトモには世せ話わになりっぱなしだから」

「まったくだニャ。いっつも周まわりが見みえなくなるから、ついていくのが大たい変へんニャ」

　サツキとヤクモもアガタのあとについてやってきた。

「イオリ、この子こはアガタ。しばらく里さとにいることになったからよろしく」

「翔かけり蟲むしを使つかって狩かりができるようになりたいんだ。よろしく！」

　アガタも元げん気きにあいさつした。

　そしてやはりここでも、アガタはおちつきがない。

　オトモ広ひろ場ばにはめずらしいものばかりで、あちこち気きになって仕し方かたがない。

　その中なかで、アガタがいちばん気きになったのは。

「なあ、あそこにあるの翔かけり蟲むしの巣す箱ばこ？　近ちかくまで見みに行いっても大だい丈じょう夫ぶ？」

　翔かけり蟲むしが集あつまっている場ば所しょだった。

「うん、大だい丈じょう夫ぶだけど……君きみ、蟲むしが好すきなの？」

　イオリに聞きかれ、アガタの目めがキランっと輝かがやいた。

「蟲むしも鳥とりも動どう物ぶつも、環かん境きょう生せい物ぶつは全ぜん部ぶ大だい好すき！　子こどもの頃ころ、ガウシカの角つのにさわろうとして怒おこらせちゃって、追おいかけられたことがあったんだ。そのとき偶ぐう然ぜんシビレガスガエル踏ふんづけちゃって。ぶわんってガスをくらって動うごけなくなって。オレだけじゃなくて、オレに襲おそいかかろうとしてたガウシカも一いっ緒しょにビリビリしびれて。しびれが取とれて動うごけるようになったときは、ガウシカはもうオレを追おいかけるの忘わすれたみたいでどこかへ行いっちゃって、ああオレ命いのち拾びろいした！　シビレガスガエルに助たすけられた！　って思おもって。それからシビレガスガエルだけでなく、いろんな環かん境きょう生せい物ぶつが気きになるようになって」

　またしてもアガタは一いっ気きにしゃべる。

「だから息いきつぎしニャさいって！」

「知しってる？　ガスガエルはシビレガスガエルだけじゃなくて、他ほかにも種しゅ類るいがあるんだぜ？　ボムガスガエルと、ドクガスガエル。オレが知しらないだけで、他ほかにもいるかもしれない！　そう思おもったら、すっげーわくわくして。生うまれた村むらでじっとしてられない！　旅たびに出でるんだ！　ってなって」

　まくしたてられて、イオリもヤクモもぽかんとしている。

「ごめんなさいニャ。アガタはすぐに止とまらなくなっちゃうのニャ。気きにしないでニャ」

　サツキが一いっ生しょう懸けん命めいフォローする。

　アガタの勢いきおいにびっくりしていたイオリは、すぐに笑え顔がおになった。

「そうか、ほんとに大だい好すきなんだね。ボクがオトモたちを好すきなのと同おなじかな。ボクも、この子こたちのことを話はなし出だすと、つい、いっぱいしゃべっちゃうみたいだから」

「あ、ごめん、オレばっかしゃべっちゃって。よし、イオリのオトモ大だい好すき語がたり聞きかせて！　……って、聞きくまでもないかもしんないけど」

　なにしろ、この会かい話わの間あいだずっと、イオリはハルトのおなかをモフモフしている。

「アフン……」

　そしてハルトは大だいの字じになってイオリに甘あまえきっている。

　イオリがオトモを大だい好すきでなきゃ、こうはならない。

　ただものじゃないよな。







４　近ちかづく危き機き







　ヤクモに連つれられ、アガタは里さと中じゅうを回まわった。

　里さと長おさのフゲンにあいさつして、加か工こう屋やのハモンや、里さとの受うけ付つけ嬢じょうヒノエにあいさつして。

　集しゅう会かい場じょうでギルドマネージャーのゴコクや、受うけ付つけ嬢じょうミノトにあいさつをして。

　主おもだったところを回まわってから、ようやく食しょく事じになった。

　桜さくらを眺ながめながら団だん子ごを食たべられる、カムラの里さとじまんの茶ちゃ屋やだ。

「これはおいしいニャ！」

「でしょ、カムラの里さとに来きたら、まずは茶ちゃ屋やでうさ団だん子ご食たべてもらわなきゃ」

「お団だん子ごの串くしがうさぎの耳みみみたいニャ。かわい～」

　サツキとヤクモが話はなしているのに、

「…………」

　アガタは無む言ごんだ。

「おいしいでしょ、かわいいでしょ！　それだけじゃないよ、特とく製せいうさ団だん子ごは栄えい養よう満まん点てん！　ハンターさんならクエストに行いく前まえは必かならず食たべてよね、元げん気き出でるから！」

　茶ちゃ屋やの看かん板ばん娘むすめ、ヨモギが元げん気きいっぱいの笑え顔がおで語かたる。

[image: ]

「…………」

　それでもアガタはなにも言いわない。

　無む言ごんで団だん子ごを食たべ終おわり、お茶ちゃを飲のんだ。

「……アガタ？」

「どうしたのニャ、いっつも人ひと一いち倍ばいうるさいのに……」

「…………うまい」

「え？」

「うまいっ!!」

　突とつ然ぜんの大おお声ごえ。

「うまいよこれなにすごい、口くちの中なかで甘あまみがどーんと広ひろがって、飲のみ込こんだあとは体からだの中なかからぐわんぐわんパワーがわいてくる！」

　一いっ気きにまくしたてる。

「だから、息いきつぎしニャさいってば！」

「えっと、ヨモギちゃん？　ヨモギちゃんこれ作つくってるの!?　すごいよこれ！　オレめちゃくちゃ感かん動どうしたっ」

「あ、ありがと……」

「ちょっと、つめ寄よるのやめなさいニャ。ヤクモ、アガタおさえてニャ」

　サツキが心しん配ぱいするけど、ヤクモは気きにしてない様よう子すだ。

「大だい丈じょう夫ぶだよ、ヨモギちゃんなら」

　ヤクモの言こと葉ば通どおり。

「でしょでしょ？　おいしいよね、元げん気き出でるよね、うさ団だん子ご！」

　アガタに負まけないテンションで、ヨモギも返かえしてきた。

「どうやったらこんなおいしい団だん子ごができるの？」

「えっへん！　それなら語かたっちゃうよ～、うさ団だん子ご誕たん生じょう秘ひ話わ！」

「おおっ、なんかすごそーだ、わくわくっ」

「……心しん配ぱいいらなかったみたいニャ」

　ヨモギは身み振ぶり手て振ぶり大おおきく語かたり出だし、アガタもリアクション大おおきく前まえのめりで聞きいている。

「ウツシ教きょう官かんといい、この里さとにはアガタとノリの合あう人ひとがいてよかったニャ……」

「里さと長おさとも意い気き投とう合ごうしてたしね、『気き焔えん万ばん丈じょう!!』って言いい合あって」

　ヨモギとアガタが盛もり上あがっている横よこで、サツキとヤクモがひっそりと話はなしている。

「カムラの里さとって、もともと活かっ気きある里さとニャんだと思おもうけど、なんだかみんな気きぜわしい感かんじがするニャ」

「そりゃあ、百ひゃく竜りゅう夜や行こうが近ちかいからなあ」

「百ひゃく竜りゅう夜や行こう？」

　アガタも突とつ然ぜん会かい話わに交まざった。

「それ、さっきモンジュとヒバサも言いってたよな？　どういう意い味み？」

　アガタの知しらない言こと葉ばだ。

　ヤクモは声こえを落おとして、重おも々おもしく言いった。

「アガタは、大たい変へんなときに来きちゃったんだよ」

　そして突とつ然ぜん声こわ色いろを変かえて、





「数多あまたのモンスター　すなわち『百ひゃく竜りゅう』




その大だい襲しゅう来らい　すなわち『夜や行こう』

原げん因いん不ふ明めいの災わざわいに　カムラの里さと 存そん亡ぼうの危き機き」






　と、歌うたうように語かたった。

「ど、どうしたのヤクモ」

　いきなりそんな、芝しば居いがかった調ちょう子しで言いわれても。

　内ない容ようがアタマに入はいってこない。

「とまあ、おれたちカムラの里さとの者ものは、子こどもの頃ころからこんなふうに教おしえられてきてるんだ」

　ヤクモはすぐにいつものように笑わらった。

「そうそう、子こどもの頃ころからずっとね」

　ヨモギも言いう。

「ようするに、いろんな種しゅ類るいの大おお型がたモンスターが、カムラの里さとをいっせいに襲おそってくる。それが百ひゃく竜りゅう夜や行こう」

　ようするに、と言いわれても、アガタはピンとこない。

「いろんな種しゅ類るいの？　里さとを襲おそう？」

『大おお型がたモンスター』と呼よばれる危き険けんなモンスターはたくさんいる。

　それぞれ縄なわ張ばりがあったり、力ちから関かん係けいがあったりで、群むれになって行こう動どうすることはないと聞きく。なのに、そいつらがいっせいに、里さとを襲おそう？

「他ほかでは聞きかない話はなしだろ？　でも、いろんな大おお型がたモンスターが、波なみのように押おし寄よせてくるらしいんだ」

「うーん？」

　波なみのように押おし寄よせるモンスター？　アガタは首くびをかしげた。

「だとしても、なんでカムラの里さとを襲おそうの？　というか、襲おそってくるってわかるの？」

「原げん因いんはわからない。でも、大おお昔むかしからそうなんだって」

「え、何なん度どもあることなの？」

「前まえは五十年ねん前まえにあったそうだよ。なんでもものすごく危き険けんなモンスターが里さとを襲おそってきて、そのときは村むらが壊かい滅めつ寸すん前ぜんになったって」

「ふええ。そりゃ大たい変へんだ」

「だから、次つぎの百ひゃく竜りゅう夜や行こうを迎むかえ撃うつために、今いま、里さとを挙あげて準じゅん備びしてるんだ」

「そっか」

　この優やさしい人ひと々びとの暮くらす、美うつくしい里さとが、そんな脅きょう威いにさらされてるなんて。

「オレも力ちからを貸かすよ！　モンスターと対たい峙じするなら、ハンターはひとりでも多おおい方ほうがいいもんな！」

「ありがとう。頼たよりにしてるよ」

　ヤクモはにっこり笑わらってうなずいた。







５　百ひゃく竜りゅう夜や行こう







　アガタがカムラの里さとにやってきて、しばらく経たったころに。

「百ひゃく竜りゅう夜や行こう、大たい社しゃ跡あとニ接せっ近きんセリ」との急きゅう報ほうが入はいった。




「百ひゃく竜りゅう夜や行こうが来くる……！」




　里さとが一いっ気きにあわただしくなった。

「モンスターはどこから来くるんだ？　里さとの入いり口ぐちからか？　よし、オレが入いり口ぐちを守まもる！」

　太刀たちを手てに飛とび出だそうとするアガタを、ヤクモが止とめる。

「里さとに来くる前まえに、砦とりでで迎むかえ撃うつんだ」

「トリデ？」

「おれたちはずっと準じゅん備びしてきたんだ。いきなり里さとを狩かり場ばにはしないよ」

　言いわれてみれは、その通とおりだ。

　里さとにモンスターが踏ふみ込こむとしたら、それは最さい後ごのときだ。

　そうならないよう、別べつの場ば所しょで百ひゃく竜りゅう夜や行こうを迎むかえ撃うつんだ。

「ウツシ教きょう官かんのところへ行いこう。一いっ緒しょに砦とりでの守まもりにつくんだ」

「そうか。トリデがあるのか！」

　……と、物もの知しり顔がおでうなずきはしたが。

　トリデって、どんなとこだ？
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　カムラの里さとは、たたら製せい鉄てつが盛さかんで、とても良りょう質しつな武ぶ器きや防ぼう具ぐを加か工こうすることができる。

　その技ぎ術じゅつの高たかさは、ハンターが身みにつける物ものだけにはとどまらないのだろう。

「すごい……！」

　アガタは、はじめて見みる狩しゅ猟りょう設せつ備びに目めを丸まるくした。

「あそこにあるのが、バリスタだ」

　ウツシ教きょう官かんが言いう。

「バリスタ？　大おおきな弾たまがセットしてある！」

「そうだよ、専せん用ようの弾たまを飛とばして、モンスターを狙ねらい撃うつ狩しゅ猟りょう設せつ備びだ」

　ウツシ教きょう官かんに連つれてこられたのは、翡ひ葉ようの砦とりでだ。

　場ば所しょは、カムラの里さとから少すこし離はなれたところにあった。百ひゃく竜りゅう夜や行こうを迎むかえ撃うち、里さとを守まもるために作つくられている。

「砦とりでは柵さくでぐるりとおおわれてる。砦とりでに入はいられる前まえに撃げき退たいできたらいいけど」

　ヤクモが言いう。

「たぶん、柵さくは破やぶられると思おもう。だから、砦とりでの中なかで狩かることになる」

　砦とりでの中なかには、高たかい台だい座ざが作つくられている。そこから、侵しん入にゅうしてきたモンスターをバリスタで攻こう撃げきする。

「そっか。この中なかで狩かるから、こういう作つくりなんだ」

　砦とりでの中なかは、まがり角かどやせまい道みち、道みちをふさぐ門もんや柵さくで、簡かん単たんに先さきへ進すすめないようにしてある。

「まずはあそこにある中なか門もんを守まもるんだ」

　砦とりでの真まん中なかに門もんがある。

「わかった！　モンスターたちが来きても、中なか門もんには近ちか寄よらせない！」

「その意い気きだ！」

　ウツシ教きょう官かんがうなずき、さらに奥おくを指ゆびさした。

「中なか門もんの奥おくにあるのが、最さい終しゅう関かん門もん。あれを破やぶられたら終おわりだ」

「……終おわり」

　アガタは、ゴクンとつばを飲のんだ。

　里さとへ続つづく道みちをふさぐ、大おおきな関かん門もん。あれが破やぶられたら、モンスターが里さとに入はいってしまう。

「さあ、行いくぞ！」

　ウツシ教きょう官かんは、翔かけり蟲むしを使つかって簡かん単たんにバリスタのもとへ飛とび、ヤクモもそれに続つづいた。

「そっか、翔かけり蟲むしが使つかえないと、そもそも移い動どうできないんだ」

　モンスターを迎むかえ撃うつことだけを目もく的てきに作つくられた施し設せつなので、人にん間げんが移い動どうしやすいようにはできていない。

　移い動どうは翔かけり蟲むしで行おこなう。

　準じゅん備びをしている里さとの者ものたちは、当あたり前まえに翔かけり蟲むしを使つかって移い動どうをくり返かえしている。

「よしっ」

　アガタも翔かけり蟲むしを使つかって、ウツシ教きょう官かんを追おった。

　間ま近ぢかで見みると、バリスタは大おおきい。

　人ひとが搭とう乗じょうして操そう作さするから、当とう然ぜんだ。

「大たい砲ほうもあったよね？」

　と、ヤクモ。

「大たい砲ほうは準じゅん備び中ちゅうだよ。使つかえるようになるまで、少すこし時じ間かんがかかるかもしれないね」

「えーと、ここをにぎるんだな。で、こっちのボタンが……」

　アガタは迷まよわずバリスタに搭とう乗じょうした。

　眺ながめてるだけじゃ、使つかい方かたをおぼえにくい。

　実じっ際さいにハンドルをにぎり、構かまえてみる。なるほど、こうやって照しょう準じゅんを合あわせるんだ。

「予よ備びの弾たま、こっちに運はこんどくね！」

　声こえの方ほうを見みれば、ヨモギとイオリが荷に物もつを運はこんでいた。

「えっ、ヨモギとイオリもいるの？」

「あ、アガタ君くん。とーぜんだよ、里さとが一いち丸がんとなって挑いどむんだからね。私わたしたちも砦とりでで里さとを守まもる、里さと守もりだよ！」

「里さと長おさは、『武ぶ具ぐのあつかいに長たけた里さとの衆しゅうが里さと守もりとなる』って言いってたけど……」

「だから、私わたしたちも来きたんだよ。私わたしのヘビィボウガンの腕うでをご覧らんあれ！」

　そう言いってガッツポーズするヨモギは、たしかにヘビィボウガンを背せ負おっている。

「ボクも、微び力りょくながらがんばるよ」

　ひかえめに言いうイオリも、チャージアックスを背せ負おっている。

「アシストがんばりますニャ」

　イオリの連つれているオトモたちも、気き合あい十じゅう分ぶんだ。

「そうなんだ……」

　アガタは、改あらためて砦とりでの中なかの人ひと々びとを見み回まわした。

　里さとでふつうに生せい活かつしている人ひとたちが、武ぶ器きを手てに準じゅん備びをしている。

「茶ちゃ屋やでよく会あうおねーさんが、ハンマー持もってる……あっちの人ひとも、ふだんはお店みせで働はたらいてた人ひとだ」

　ただの商しょう人にんとか、住じゅう人にんだと思おもっていた人ひとたちが、立りっ派ぱな里さと守もりなんだ。

「向むこうにあるのが撃げき龍りゅう槍そう。巨きょ大だいな槍やりが飛とび出だす装そう置ちだ」

「……でけー！」

　いくつもの槍やりを集あつめてひとつの槍やりにした、とびきりの武ぶ器きだ。

「これがドーンッて横よこから突つき出だしてきたら、モンスターもたまらないだろうな」

「ただ、準じゅん備びに時じ間かんがかかるため、そうそう何なん度ども撃うてないんだけどね」

「ここぞ！　ってときに使つかうのか！　わくわくっ」

　カムラの里さとはすごい。

　設せつ備びも、住すんでいる人ひとたちも。

「オレも、負まけてられないぞ。気き焔えん万ばん丈じょう！」

　里さと長おさのフゲンに教おしえてもらった「気き合あいを入いれるための言こと葉ば」を叫さけぶ。

「モンスターが来くる前まえからそれじゃ、つかれちゃ……」

　ヤクモの声こえが途と切ぎれて消きえた。




「モンスター接せっ近きん！　みな持もち場ばにつけ!!」




　櫓やぐらの上うえから声こえが響ひびいた。

「!!」

　砦とりで全ぜん部ぶに緊きん張ちょうが走はしる。

「さあ、日ひ頃ごろの鍛たん錬れんの成せい果かを見みせるときだ！」

「任まかせときな！」

　里さと守もりたちが次つぎ々つぎと配はい置ちにつく。

　一いっ瞬しゅんの迷まよいもない。

「うおおっ」

　アガタも叫さけぶ。

　ちょうどバリスタに搭とう乗じょうしたままだ。

「オレ、このバリスタ使つかっていいかなっ」

「じゃあおれは隣となりに設せっ置ちする」

　ヤクモはなにもなかった場ば所しょに、新あらたにバリスタを設せっ置ちした。

　必ひつ要ようなときに必ひつ要ような狩しゅ猟りょう装そう備びを、選えらんで設せっ置ちできる仕し掛かけになっていた。

「すごいな」

　見みれば、地じ面めんに爆ばく弾だんを設せっ置ちしている者ものもいる。

　柵さくの前まえで武ぶ器きを構かまえる者ものもいる。

　準じゅん備びを確かく認にんする声こえ、それにこたえる声こえがてきぱきと上あがる。

「俺おれは櫓やぐらで全ぜん体たいを見みることにする。指し示じを出だすから聞きき逃のがすんじゃないぞ！」

　ウツシ教きょう官かんは翔かけり蟲むしを使つかって高たかく飛とんでいった。

　関かん門もんの横よこは高たかい櫓やぐらになっている。あそこからなら遠とおくまで見み渡わたせるはずだ。

　いちばん外そと側がわの柵さくの向むこうに、土つち煙けむりが見みえてきた。

　地じ響ひびきもする。

「モンスター多た数すう接せっ近きん中ちゅう。先せん頭とうはオサイズチだ！」

　ウツシ教きょう官かんの声こえに目めをこらせば、土つち煙けむりの中なかにモンスターが見みえる。

「オサイズチ……！」

　鎌かまのような尻しっ尾ぽを持もつ、すばやいモンスターだ。

「オサイズチなら、狩かったことあるぞ、オレ」

　アガタは言いう。

　他ほかのハンターと協きょう力りょくして狩かった経けい験けんがある。まったくの知しらないモンスターじゃない。

　それなら大だい丈じょう夫ぶか、と思おもった……け、ど。

　オサイズチは、一頭とうじゃなかった。

「……えええ!?」

　三頭とうのオサイズチが、柵さくにがんがんぶつかってきている。

　いや、三頭とうだけじゃない。

　後うしろからさらに来きている。

「アガタ！　バリスタを撃うつんだ！　オサイズチを中なかへ入いれるな」

　ヤクモに言いわれ、アガタはハッとした。

「そ、そうか」

　バリスタなら、遠とおくからでも攻こう撃げきできる。

　今いままで太刀たちで斬きりかかることしか知しらなかったから、ピンとこなかった。

　近ちかづく前まえに、撃うつんだ！

「ええいっ」

　狙ねらいを定さだめて撃うつ！　撃うつ！　撃うつ！
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　里さと守もりたちがいっせいにバリスタを撃うっている。

　だがオサイズチの動うごきはすばやい。

　ドドオォ……!!

　柵さくが壊こわれた！

　モンスターたちが波なみのように、砦とりでの中なかに入はいってくる！

「くそーっ」

　オサイズチだけじゃない。

　ぴょんぴょんと跳とびながら移い動どうするモンスターも、大おおきなおなかの重じゅう量りょう級きゅうのモンスターもいる。

「アケノシルムにヨツミワドウか……！」

　ヤクモがバリスタを撃うちながらつぶやく。

　アガタの知しらない名な前まえだが、ヤクモの様よう子すからして、油ゆ断だんならないモンスターなのだろう。

　バリスタを撃うち続つづけているのに、モンスターの数かずは減へらない。

　どんどん、砦とりでの中なかに入はいってくる。

　アガタのバリスタの前まえを、通とおり過すぎていく。

「当あたれ、当あたれ！」

「アガタ、ふたりで一頭とうを狙ねらおう」

「よし、目めの前まえの大おおきいやつを狙ねらい撃うちだ！」

「ヨツミワドウだな！」

　ヤクモと協きょう力りょくして、一頭とうのモンスターを狙ねらう。

　ひとりで撃うっているときより、威い力りょくが倍ばいだ。ヨツミワドウはよろめいた。

「いいぞ！」

　そう叫さけんだアガタの目めの前まえが、突とつ然ぜん真まっ白しろになった。

「え？」

　なにが起おこったのかわからない。

　ビシャーーン！

　次つぎの瞬しゅん間かん、アガタは台だいの床ゆかにたたきつけられていた。

「うあっ!?」

「アガタ！　大だい丈じょう夫ぶか？」

　ヤクモの声こえがする。

「だ、大だい丈じょう夫ぶ」

　わからないまま、起おき上あがる。

　見みれば、アガタが使つかっていたバリスタが破は壊かいされていた。

　オサイズチの尻しっ尾ぽ攻こう撃げきをくらったんだ。

　ヨツミワドウを倒たおすことに夢む中ちゅうになりすぎて、他ほかのモンスターの動うごきまで見みてなかった。

「そうか、一頭とうじゃないんだ」

　いつもの狩しゅ猟りょうなら、目もく的てきの大おお型がたモンスター一頭とうと対たい峙じするだけだけど。

　多た数すうの大おお型がたモンスターが、波なみのように次つぎ々つぎと押おし寄よせる、百ひゃく竜りゅう夜や行こうではいつもと同おなじ考かんがえ方かたではいけない。

「これが、百ひゃく竜りゅう夜や行こう……」

　壊こわれたバリスタの横よこで、アガタは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。







６　アオアシラ







「アガタ君くん！　壊こわれたバリスタは交こう換かんできるよ！」

「ちょっと時じ間かんかかるけどね」

　いつの間まにか、ヨモギとイオリがそばに来きていた。

　狩しゅ猟りょう設せつ備びに慣なれないアガタのために、手て伝つだいに来きてくれたようだ。

「ありがとう。そうだな、ぼおっとしてる場ば合あいじゃないよな」

　アガタは立たち上あがった。

「バリスタの交こう換かんって、どうやるんだ？」

「ボクたちがやっておくから、アガタは空あいてるバリスタ探さがして」

「ほら、あっちに誰だれも使つかってないバリスタがある！」

　ヨモギが教おしえてくれたけど。

「バリスタは慣なれてないから。やっぱオレ、直ちょく接せつ行いくわ！」

　アガタは太刀たちを抜ぬいて、高たか台だいから地じ面めんへ飛とび降おりた。

　オサイズチに斬きりかかる！

「うおおっ」

　これは百ひゃく竜りゅう夜や行こう。いつもの狩しゅ猟りょうクエストじゃない。

　オサイズチと対たい峙じしても、オサイズチだけ見みているわけにいかない。

　別べつのオサイズチが横よこから攻こう撃げきしてくるし、アケノシルムが隙すきを見みて奥おくへ向むかおうとする。

「ここから先さきは、通とおさないぞーー！」

　太刀たちを振ふり回まわし、周まわり全ぜん部ぶのモンスターを攻こう撃げきだ！

　通つう路ろの真まん中なかに立たちふさがるアガタは、モンスターの行こう進しんをさえぎることになる。

　振ふり回まわす太刀たちがあたらなくてもいい、モンスターたちのジャマになればいい。

　とにかくここは通とおさない！

「！」

　目めの前まえのオサイズチがひるんだ。

　ヤクモがバリスタで攻こう撃げきしているんだ。

「今いまだ！」

　ザシュッ！

　ひるんだ瞬しゅん間かんを逃のがさず、斬きり伏ふせる。

「やった！」

　一頭とう倒たおした。さあ次つぎだ！

　そう思おもったとき、遠とおくから聞ききおぼえのあるうなり声ごえが轟とどろいた。

　ん？　なんだか、嫌いやな感かんじがする。

　アガタは顔かおを上あげた。

「アオアシラが来くるぞーー！」

　櫓やぐらから、ウツシ教きょう官かんが叫さけぶ。

「嫌いやな予よ感かんは、これか……！」

　壊こわれた柵さくを踏ふみ越こえて現あらわれたのは、大おおきなアオアシラだった。体からだ中じゅうに古ふるい傷きずやあざがあり、歴れき戦せんの勇ゆう士しのような堂どう々どうたる姿すがただ。

　こいつは、強つよい……！

　アガタは確かく信しんした。

　猛もうスピードで走はしるアオアシラを追おいかけて、その背せ中なかに一ひと太刀たち浴あびせる。

　カキーン、とはじかれた。

　硬かたい。

　アガタの攻こう撃げきや、ヤクモたちのバリスタ攻こう撃げきにもびくともしない。

　アオアシラは砦とりでの中なかを進すすみ、中なか門もんにたどりついた。

　砦とりでの真まん中なかにある門もんだ。

　さっきアガタはウツシ教きょう官かんに、「モンスターたちが来きても、中なか門もんには近ちか寄よらせない！」って言いったのに！　ここまで来こられてしまった！

「門もんを守まもれ！」

　中なか門もんを破やぶられたら、あとは最さい終しゅう関かん門もんしかない。

　みなが身み構がまえた、そのとき。

「はいはい、私わたしの出で番ばんだね」

　ザシュッ！　と小こ気き味みいい音おとと共ともに、ひとりのハンターがアオアシラに斬きりつけた。

　硬かたい背せ中なかではなく、腹はら側がわに回まわり込こんでのあざやかな一いち撃げき。

　モンジュだ。

「アオアシラ、といえばこのモンジュさんだよ！」

　そういえば、モンジュはアオアシラを素す手でで倒たおしたことがあるというウワサを、里さとの人ひとから聞きいた。

　ほんとかな？　ありえないよな？　とアガタは思おもう。

　いやでも、本ほん当とうであっても、不ふ思し議ぎはない気きがする。

　それくらい、モンジュは軽かる々がるとアオアシラと対たい峙じしている。

「ガァオオル！」

　アオアシラは立たち上あがって吠ほえた！　門もんを攻こう撃げきするのはやめ、モンジュに標ひょう的てきを変かえたようだ。

「今いまだ！」

　立たち上あがったためにむき出だしになった前ぜん面めんへ、バリスタの総そう攻こう撃げきだ！

　いちばん鋭するどい攻こう撃げきをするのが、ヒバサのバリスタだった。ライトボウガン使つかいの彼かれは、バリスタのあつかいも得とく意いなのだろう。

「うおおおっ!!」

　みんなの攻こう撃げきを受うけて、アオアシラは倒たおれた！

　周まわりにいた他ほかのモンスターたちも、一いっ斉せい攻こう撃げきの流ながれ弾だまで倒たおれていく。

　これで一いっ掃そう、みんな倒たおせた！

「よし、砦とりでの中なかのモンスターは撃げき退たいできた。今いまのうちに第だい二波はに備そなえるんだ」

　ウツシ教きょう官かんの声こえがする。

　櫓やぐらの上うえの彼かれには、さらに接せっ近きんしてくる群むれが見みえているらしい。

「まだ来くるのか……」

　アガタは愕がく然ぜんとする。

　目めの前まえが大おお型がたモンスターで埋うまる光こう景けいなんて、現げん実じつとは思おもえなかったのに。

　それがまだ終おわらないなんて。

「ケガしてない？　オトモに癒いやしてもらうよ」

　イオリがアガタに声こえをかけてきた。

「ありがと。大だい丈じょう夫ぶ」

「よかった。無む理りしないでね」

　イオリはそうやって、みんなの体たい調ちょうを気き遣づかっているようだ。他ほかの里さと守もりたちにも同おなじように声こえをかけていた。

「大たい砲ほうの準じゅん備びができたよ！」

　ヨモギがみんなに呼よびかけている。

　今いまのうちに、壊こわれたバリスタを撤てっ去きょして、新あたらしいバリスタや大たい砲ほうに交こう換かんしなければ。

　ヤクモから大たい砲ほうの設せっ置ち方ほう法ほうを教おそわったアガタは、

「よーし、オレに任まかせろ。みんなは休やすんでていいぞ」

　張はり切きって台だいの上うえに飛とび、かたっぱしから大たい砲ほうを設せっ置ちしていった。

「アガタ、大たい砲ほうの数かずは限かぎられてるから、どこに設せっ置ちするかよく考かんがえて」

　ヤクモが注ちゅう意いする。

「えっ？」

「真ま正しょう面めんに並ならべても、モンスターに壊こわされちゃうよ。ななめから狙ねらい撃うつイメージで設せっ置ちするんだ」

　さっきのアガタのように、攻こう撃げきを受うけて吹ふっ飛とばされてしまう。

　アガタは改あらためて砦とりでの中なかを見み回まわした。

「そっか……。モンスターはあそこから入はいってきて、ここを通とおってあっちへ行いくんだ」

　モンスターの通とおる道みち。スピードの上あがる直ちょく線せん。曲まがる角かど。

　それらを考かんがえて、狩しゅ猟りょう設せつ備びを設せっ置ちするべきなんだ。

「ヤクモはすごいな！　オレ、そんなことまでアタマがまわらなかった」

「砦とりでの配はい置ちをわかってるってだけだよ。でも、射しゃ撃げき系けいは苦にが手てなんだ。直ちょく接せつ斬きりかかる方ほうがいい」

「オレも！」

　バリスタはかっこいいし、威い力りょくもあるのだろうけど。

　やっぱり武ぶ器きをにぎってモンスターと対たい峙じする方ほうがいい。

「だけど、これだけの設せつ備びがあるんだ。まずは大たい砲ほうで迎むかえ撃うつぞ！」

「おおっ。いろいろやってみる！」

　ヤクモに言いわれ、アガタは力ちから強づよくうなずいた。

「次つぎの群むれが来くるぞ！」

　ウツシ教きょう官かんの声こえがする。

　里さと守もりたちはそれぞれ持もち場ばについた。

　アガタとヤクモも、自じ分ぶんで設せっ置ちした大たい砲ほうに搭とう乗じょうする。

　ドドドド……ッ!!

　モンスターの第だい二波はが砦とりでへなだれ込こんできた！


「撃うて撃うて撃うてーー！」

「門もんを守まもれーー!!」



　里さと守もりたちがいっせいに、バリスタと大たい砲ほうで応おう戦せんする。

　いちばん外そと側がわの柵さくは壊こわされたままだから、素す通どおりだ。モンスターたちはそのまま砦とりでの中なかへ入はいってきた。

　またアオアシラがいる。今こん度どは何なん頭とうもだ。

　アオアシラだけじゃない、アケノシルムもヨツミワドウも入はいってくる。

「くそっ、当あたれ！」

　バリスタよりも大たい砲ほうの方ほうが一発ぱつの威い力りょくは高たかい。だが、連れん射しゃできないので一発ぱつを確かく実じつに当あてる必ひつ要ようがある。

「アガタ、あのアオアシラをいっせいに狙ねらおう」

「よし」

　ヤクモと一いっ緒しょに、一頭とうのアオアシラを撃うち続つづける。

　アオアシラは、硬かたい腕うでで攻こう撃げきをはじき、ダメージを受うけないようにしている。でも大たい砲ほうならば、腕うでの守まもりをかいくぐり、ダメージを与あたえられるはずだ。

　集しゅう中ちゅう攻こう撃げきをくらって、アオアシラがうずくまった。

「いける！」

　ヤクモが大たい砲ほうから飛とび降おりた。

「斬きりに行いくのか!?」

　アガタも続つづこうとしたが。

　ちがった。

　ヤクモは、うずくまったアオアシラの背せ中なかに、翔かけり蟲むしを使つかって飛とび乗のった。
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「……え？」

　アガタはびっくり。

　ヤクモは翔かけり蟲むしの鉄てっ蟲ちゅう糸しを使つかって、まるで操あやつり人にん形ぎょうのようにアオアシラを操あやつりだした！

「ええっ!?」

　ヤクモの繰あやつる糸いとで、アオアシラが動うごく。

　向むきを変かえ、門もんではなく他ほかのモンスターに向むかっていく。

「なにやってんだあれ、すごい！」

　ヤクモのアオアシラは、もう一頭とうのアオアシラを殴なぐりつけ、吹ふっ飛とばした。

　さらに体たい当あたり。

　ドドォォン、と重おもい音おとが響ひびく。

「やった！」

　倒たおれるアオアシラ。

　それに進しん路ろをふさがれて立たち往おう生じょうするヨツミワドウ。

　大おお回まわりしようとするアケノシルム。

　砦とりでの中なかは大だい渋じゅう滞たいだ。

「大おお物ものが来くるぞ！」

　そのとき、ウツシ教きょう官かんの声こえがした。

「大おお物もの!?」

　アガタは砦とりでの外そとを振ふり返かえった。

　そこへさらに、別べつのモンスターが現あらわれた！







７　大おお物ものドスフロギィ







　ウツシ教きょう官かんが言いった、大おお物ものモンスターだ。

　顔かおの周まわりに毒どく袋ぶくろを持もち、口くちから毒どくを吐はいて攻こう撃げきする、やっかいなヤツ。

「ドスフロギィだ！」

「毒どくに気きをつけろ！」

「撃げき龍りゅう槍そう用よう意い！」

　里さと守もりたちの声こえが上あがる。

「あと一いち撃げき！　……無む理りか！」

　ヤクモはアオアシラを操あやつってドスフロギィに体たい当あたりしようとしたが。

　アオアシラは力ちから尽つきたようで、ドスフロギィの前まえでくずれ落おちた。ヤクモは振ふり落おとされる。

「!!」

　ヤクモは、モンスターの群むれの中なかにひとり取とり残のこされてしまった。

　ドスフロギィがヤクモに向むけて毒どく霧ぎりを吐はいた！

「ヤクモ、あぶない！」

　アガタは大たい砲ほうで援えん護ごする。

「！」

　間かん一いっ髪ぱつで、ヤクモは翔かけり蟲むしで飛とんでよけた。

「当あたれーー！」

　アガタはドスフロギィを狙ねらって大たい砲ほうを撃うちまくる。

　でもドスフロギィはすばやい。軽かる々がると跳ちょう躍やくして、砲ほう撃げきをものともしない。

　ドスフロギィの登とう場じょうで、他ほかのモンスターたちも意い気きがあがったようだ。一いっ緒しょになって奥おくへ進すすんでくる。

　ドゴーーン!!

「中なか門もんが破やぶられたぞーー！」

「最さい終しゅう関かん門もんを守まもれーー!!」

　砦とりでの外そと側がわを守まもっていた里さと守もりたちが、奥おくへ移い動どうしていく。

　最さい奥おうの最さい終しゅう関かん門もんを守まもるために。

「アガタ、おれたちも行いこう」

　戻もどってきたヤクモと共ともに、アガタも奥おくを目め指ざした。

　今いまの場ば所しょからじゃ、最さい終しゅう関かん門もん前まえにいるモンスターに大たい砲ほうの弾たまは届とどかない。

「最さい終しゅう関かん門もんが攻こう撃げきされてる！」

　ヨツミワドウが大おおきな体からだで体たい当あたりしている。

　最さい終しゅう関かん門もんがビリビリと揺ゆれている!!

「反はん撃げきの狼煙のろしをあげな！　行いくよ!!」

　モンジュが太刀たちを抜ぬいて斬きりかかっていく。

　ドラが打うち鳴ならされ、鬨ときの声こえが上あがった。

「おおーーっ!!」

　里さと守もりたちが武ぶ器きを手てにモンスターたちへ向むかっていく。

「気き焔えん万ばん丈じょう!!」

　里さと長おさフゲンの姿すがたもある。

「アガタ」

「ああ！」

　ヤクモとアガタも、太刀たちを抜ぬいた。

「行いっくぞおおっ」

　モンスターの群むれへ向むかって、斬きりかかる！

　ドスフロギィはフゲンとモンジュが対たい峙じしている。

　だからアガタたちは他ほかのモンスターの相あい手てだ。

「里さと長おさたちのジャマはさせない！」

　門もんを攻こう撃げきしようとするヨツミワドウの注ちゅう意いを引ひくんだ。

　攻こう撃げきしては逃にげ、攻こう撃げきしては逃にげ、門もんから遠とおざける。

「アガタ、そこまで行いけば、バリスタの射しゃ程てい範はん囲いだ」

　同おなじようにアケノシルムを門もんから離はなれさせていたヤクモが言いう。

　中なか門もんの外そとに設せっ置ちされたバリスタが、ヨツミワドウとアケノシルムを狙ねらい撃うちした。

「さすがヒバサ！　……と、ヨモギ？」

　ヨモギもバリスタをがんがん撃うっている。

「気き焔えん万ばん丈じょう！」

　フゲンの声こえがした。

「気き焔えん万ばん丈じょう！」

　それに里さと守もりたちがならって声こえを上あげる。

　最さい終しゅう関かん門もんの前まえで、里さとの強つわ者ものたちがいっせいにドスフロギィへ攻こう撃げきしている。

　ドスフロギィが大おおきく跳はねた。

　関かん門もん前まえから、アガタたちのいる方ほう向こうへ走はしり出だしたのだ。いったん退ひいて、改あらためて関かん門もんを狙ねらうつもりだろうか。

「望のぞむところだ！　オレがしとめてやる！」

　こちらへ向むかってくるドスフロギィを、アガタが太刀たちを抜ぬいて待まち構かまえた。

　でもそのとき、

「待まってアガタ、こっち！」

　後うしろからストップをかけられた。

　見みれば、ガルクをつれたイオリが、地じ面めんになにかを設せっ置ちしている。

　大おおきなホラ貝がいを持もった人にん形ぎょうだ。

「……カカシ？」

「竜りゅう寄よせカカシだよ。ドスフロギィをこのカカシへ誘ゆう導どうして」

「なんで……？」

　と、言いいかけたアガタは、カカシの後うしろに撃げき龍りゅう槍そうがあることに気きがついた。

「そうか！」

　理り解かいすれば、話はなしは早はやい。

　さっきヨツミワドウを誘ゆう導どうしたのと同おなじだ。斬きりかかって、ドスフロギィの走はしる向むきを変かえさせる。

　ドスフロギィはアガタを振ふり切きり、カカシのある方ほう向こうへ移い動どうした。

　そして、カカシの前まえで足あしを止とめる。

「今いまだ!!」

　ズシャアアアッ!!

　撃げき龍りゅう槍そうが、ドスフロギィに命めい中ちゅうした。

　ドスフロギィが倒たおれる。

「かかれーー！　しとめるのだーー！」

　フゲンの号ごう令れいに、里さと守もりたちがいっせいにドスフロギィへ向むかった！

　太刀たちを使つかう者ものは太刀たちで、双そう剣けんの者ものは双そう剣けんで、自じ分ぶんの持もてる力ちからをふりしぼって。

　斬きりかかる！

　ドスフロギィは倒たおれたまま、尻しっ尾ぽを振ふり回まわし、抵てい抗こうしていたが。

　ついに。

　ドスフロギィは力ちから尽つきた。

「やった……」

　もう動うごいているモンスターはいない。

　全ぜん部ぶしとめた。

「やったぞーー!!」

　歓かん喜きの声こえが上あがる。

「百ひゃく竜りゅう夜や行こうを、食くい止とめたんだ！」

　抱だき合あっている者ものたちもいる。

　次つぎ々つぎと襲おそい来くるモンスターに、柵さくも中なか門もんも破やぶられ、里さとを守まもるのは最さい終しゅう関かん門もんのみだった。

　それでも、みんなで守まもり切きった！







８　マガイマガド







　百ひゃく竜りゅう夜や行こうを打うち破やぶった！

　砦とりで中じゅうがよろこびの声こえに満みちている。

　アガタもヤクモと背せ中なかや肩かたをたたき合あって、よろこんだ。

「里さとを守まもれたね！」

　ヨモギも駆かけ寄よってきた。彼かの女じょも、バリスタでずっと援えん護ごしてくれていたはず。

「最さい後ごは、誰だれがとどめを刺さしたとか、わかんないな」

「里さとのみんなで倒たおしたんだよ」

　アガタの言こと葉ばに、ヤクモがそう言いって笑わらう。

　誰だれが、ではなく、みんなで。それが、カムラの里さとだ。

「なんか、いいなあ」

　新しん参ざん者もののアガタは、カムラの里さとの団だん結けつ力りょくがまぶしい。

「それにしても、すごかったな。百ひゃく竜りゅう夜や行こう」

「これで終おわりだといいけど」

「えっ、終おわりじゃないの？」

「五十年ねん周しゅう期きに何なん回かいか起おこるんだ。一回かいでは終おわらないよ、きっと」

「そうか……」

　いにしえから続つづいてきたことだ。

　カムラの里さとに生いきる以い上じょう、避さけられないことなんだ。

「でも、これでしばらくは平へい穏おんに暮くらせるかもしれないしね」

　イオリもやってきて言いう。

「そうだよね。すぐにまたやってくるとは限かぎらないよ」

　ヨモギが明あかるく言いった。ものごとはいい方ほうに考かんがえなきゃ、と。

　アガタたちが同どう年ねん代だいでかたまって話はなしているうちに、他ほかの里さと守もりたちはキャンプへ引ひき上あげていったようだ。

　ふと見みれば、周しゅう囲いに誰だれもいなくなっている。

「おれたちも行いこうか」

「そうだね」

　そう言いっているときに。

　背せ中なかが、ゾクッとした。

「なんだ……？」

　まがまがしい空くう気きを感かんじる。

　近ちかづいてくる。

　アガタはあたりを見み回まわした。

　アガタは目めがいい。誰だれよりも先さきに、それを見みつけた。

「なんだ、あれ……」

　壊こわされた柵さくのはるか先さき。百ひゃく竜りゅう夜や行こうがやってきた方ほう角がくに、一頭とうの大おお型がたモンスターの姿すがたが見みえる。

「なんか……やばいやつが来くる」

「やばいやつ？」

「こわい姿すがたなの？」

「姿すがたもだけど……なんか、やばいものをまとってる」

　そのモンスターの体からだの周まわりに、紫むらさき色いろの霧きりのような光ひかりが見みえる。

　その光ひかりは、モンスターから、湧わき上あがっている。

「それに、なんか口くちにくわえてる」

「くわえてるって？」

「獲え物ものかな？」

　アガタがそう説せつ明めいしたとき、そのモンスターが壊こわれた柵さくの向むこうにたどり着ついた。

　モンスターは、くわえていたモノを軽かる々がると柵さくの中なかへ……砦とりでの中なかにいるアガタたちへ投なげつけた。

　ズシャーッ!!

「!!」

　投なげ入いれられたのは、アオアシラだった！

　アガタたちが倒たおすのに苦く心しんしていたアオアシラを、軽かる々がると。

　こいつ……絶ぜっ対たいやばい！

　アガタはとっさに太刀たちを抜ぬいた。

　イオリもヨモギも、それぞれ武ぶ器きを構かまえた。

　ヤクモは年ねん少しょうの者ものたちをかばうように、一歩ぽ前まえへ出でた。

　そして現あらわれたのは、鎧よろい兜かぶとのような甲こう殻かく、死し者しゃの魂たましいのような不ぶ気き味みな鬼おに火びをまとう、見みるからにまがまがしい姿すがた……！
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「…………」

　アガタは背せ中なかがぞくぞくした。

　太刀たちを構かまえる手てが震ふるえる。

　こいつは……どんなふうに動うごくんだろう。

　どんな攻こう撃げきをするんだろう。

　あの鬼おに火びは？　さわるとまずいことになるんだろうか？

「うわわ……なんか強つよそうだよ」

　ヨモギが言いう。

「これ以い上じょう砦とりでをモンスターの狩かり場ばにしないほうがいい。やり過すごそう」

「里さと長おさの指し示じもないし……ここは引ひこう」

　ヤクモとイオリも、そう判はん断だんした。武ぶ器きを納おさめ、砦とりでの奥おくへ逃にげる。

「…………」

「アガタ？」

　ヤクモが、動うごかないアガタの名なを呼よんだ。

　アガタは太刀たちをにぎったままだ。

　逃にげもせず、モンスターと向むき合あっている。

「……マジかよ！」

　突とつ然ぜん、アガタが大おお声ごえを出だした。

「こんなモンスターもいるのかよ！　くぅううっ、旅たびに出でてよかったっ」

「なによろこんでるんだ！　アガタ、行いくぞ！」

　ヤクモはあわてて、アガタを抱かかえるようにして、走はしり出だす。

　ヨモギとイオリはすでに翔かけり蟲むしを使つかって、安あん全ぜんな横よこ穴あなへと飛とんでいた。

「グガガァアァッ!!」

　うなり声ごえを上あげて、鬼おに火びのモンスターが追おってくる。

「ヤクモさん、早はやく！」

　横よこ穴あなからヨモギが叫さけんだ。

　安あん全ぜん地ち帯たいまではまだ距きょ離りがある。翔かけり蟲むしが届とどかないかもしれない。

　だがヤクモは、迷まよわず翔かけり蟲むしを飛とばした！

「オレも！」

　ヤクモに抱かかえられながら、アガタも翔かけり蟲むしを飛とばした。

　ふたりの翔かけり蟲むしは長ながい距きょ離りを正せい確かくに飛とんだ。

「!!」

　間かん一いっ髪ぱつ、ギリギリでヤクモとアガタは穴あなの中なかへ飛とび込こんだ。

「ガウルゥウウ……ッ！」

　モンスターが追おってきたが、体からだが大おおきすぎて中なかへは入はいれない。入いり口ぐちから太ふとい前まえ脚あしを伸のばし、爪つめで岩いわを削けずる。

　ガリッ！　ガリッ！

　地じ面めんが揺ゆれる。

　あの爪つめの一いち撃げきで、人にん間げんなんて簡かん単たんにやられてしまうだろう。

「このままじゃ、砦とりでがこわされる……!?」

　砦とりでの中ちゅう央おうキャンプは崖がけの中なかに作つくられているから、そうそうこわれるはずがない。

　それでも、不ふ安あんになるほどの迫はく力りょくだ。

　だがモンスターは、不ふ意いにこちらに興きょう味みを失うしなったようだ。

「行いっちゃう？」

　モンスターが穴あなから離はなれたため、外そとが見みえた。

　先さきほどのアオアシラが正しょう気きづいたようだ。今いまのうちにと逃にげ出だしていく。

「アオアシラ！　生いきてたんだ」

　モンスターはアオアシラを追おって、去さっていった。

「……よかった～～」

　アガタたちは、助たすかった。




[image: ]




「鬼おに火びをまとった巨きょ大だいモンスターだと？」

　ヤクモが報ほう告こくすると、里さと長おさのフゲンは顔かおを険けわしくした。

　アガタもヨモギも、一いっ緒しょになってモンスターの姿すがたを説せつ明めいした。身み振ぶり手て振ぶりつきで、にぎやかに。

「そのモンスターの名なは怨おん虎こ竜りゅうマガイマガド」

「おんこりゅう、マガイマガド」

　アガタはその名な前まえを、くり返かえした。

　あのやばいやつは、マガイマガドという名な前まえなんだ……！

　フゲンはうなずき、続つづけた。

「百ひゃく竜りゅう夜や行こうと共ともに現あらわれ、その群むれを喰くらうバケモノだ」

「食たべるんだ……」

　ヨモギが呆ぼう然ぜんと声こえに出だす。

「五十年ねん前まえ、里さとは百ひゃく竜りゅう夜や行こうに加くわえ、怨おん虎こ竜りゅうにまで襲おそわれ……被ひ害がいは、より大おおきなものとなってしまった」

「それが、今こん回かいも……」

　イオリも呆ぼう然ぜんと声こえに出だす。

「うわわ……どうしよう!?　このままじゃ、また里さとが……！」

「案あんずるなヨモギ。今いまの我われ々われには、頼たよれるハンターが付ついている。……オマエに、怨おん虎こ竜りゅうの狩しゅ猟りょうを託たくしたい。里さとを、危き機きから救すくってはくれまいか」

　フゲンは、ヤクモに向むき直なおって言いった。

「……はい」

　ヤクモは、力ちから強づよくうなずいた。

「オレもやる！　マガイマガド……絶ぜっ対たいに狩かってやる！」

　アガタも叫さけんだ。

「私わたしも手て伝つだう！　一いっ緒しょに狩しゅ猟りょうする！」

「ボクも……！　どこまで役やくに立たてるかわからないけど……！」

　ヨモギもイオリも、同おなじように声こえを上あげた。

　じっとしていられないんだ。里さとの危き機きを、黙だまって見みていられない。

「その意い気きやよし。しかし、ハンターでない者ものに狩しゅ猟りょうを任まかせることはできん」

「でも……！」

「そうだよ、ヨモギちゃん。狩しゅ猟りょうはハンターの仕し事ごとだよ」

　マガイマガド狩しゅ猟りょうを託たくされたヤクモが、優やさしくなだめる。

「〝里さとを守まもる〟とは、狩かるのみにあらず。オマエたちは、自じ分ぶんにできることを、せいいっぱいやればよい」

「ボクたちに……」

「できること……」

　フゲンの言こと葉ばに、イオリとヨモギは顔かおを見み合あわせた。

　百ひゃく竜りゅう夜や行こうは終おわっていない。

　しかも、マガイマガドもいる。やつはまた、モンスターの群むれと共ともに現あらわれるかもしれない。

「ヤクモ。オレも、カムラの里さとを守まもりたい。もっともっと強つよくなりたい。面めん倒どうかけちまうかもだけど、いろいろ教おしえてほしいんだ」

　アガタが言いうと、ヤクモはいつものように笑わらった。

「教おしえるというより、一いっ緒しょに強つよくなろうよ。おれは里さとでいちばんの新しん米まいハンターだからさ」

　モンジュやヒバサなど、年としの離はなれたベテランハンターはいるけれど。

　今いままで、ヤクモと同どう世せ代だいのハンターが、里さとにはいなかった。

「アガタが面めん倒どうかけるたび、おれも成せい長ちょうできてる気きがするから、ぜひよろしく頼たのむよ」

「うわ、肯こう定ていしたっ。そこは『面めん倒どうなんてことないよ』とか言いわない？」

「そこはウソついても仕し方かたないし」

「やっぱオレ、面めん倒どうかけてるんだ！」

　ヤクモとアガタのやりとりに、ヨモギたちが横よこで吹ふき出だしている。

「頼たのもしいぞ、ハンターたちよ」

　フゲンが豪ごう快かいにガッハッハと笑わらった。







９　討とう伐ばつクエスト







　カムラの里さとの近ちかくに、大たい社しゃ跡あとと呼よばれるフィールドがある。

　神じん社じゃを思おもわせる遺い跡せきがあちこちに残のこる、自し然ぜん豊ゆたかな場ば所しょだ。

　アガタとヤクモは、クエストのためにこの大たい社しゃ跡あとへ来きていた。

「おー、夜よるの大たい社しゃ跡あとって、はじめてだ」

　アガタはキョロキョロと辺あたりを見み回まわしている。

「アガタと最さい初しょに出で会あったのが、ここだったな」

「大たい社しゃ跡あとって名な前まえも知しらずに入はいり込こんでたんだ。どこをどう歩あるいたのかもおぼえてないや」

　環かん境きょう生せい物ぶつを見みつけたら、走はしり出だしちゃうからなあ。

　今こん回かいのクエストの目もく的てきは、「イズチとオルタロス合ごう計けい二十頭とう討とう伐ばつ」だ。

　なにかしら困こまっている人ひとが、ハンターズギルドに依い頼らいを出だす。

　それがクエストだ。

　クエストの内ない容ようはさまざまで、モンスターの狩しゅ猟りょうが主おもだが、フィールドでしか採とれないキノコや、魚さかななどの納のう品ひんを頼たのまれることもある。

　モンスターがいるフィールドは、ふつうの人ひとにはあぶないため、ハンターに託たくすんだ。

　誰だれかを助たすけるために、クエストを受うける。腕うでをふるう。

「それにしても、イズチとオルタロス合ごう計けい二十頭とうは、なかなか大たい変へんだな」

　イズチは鎌かまのような尻しっ尾ぽを持もつ小こ型がたモンスターで、オルタロスは甲こう虫ちゅう種しゅのモンスター。どちらも群むれで行こう動どうするという特とく徴ちょうがある。

「この広ひろい大たい社しゃ跡あとで、それだけの数かずのイズチとオルタロスを探さがさなきゃいけないからね」

　クエストには時じ間かん制せい限げんがある。

　依い頼らい者しゃの都つ合ごうもあるし、ハンターを守まもるためでもある。

　だらだらと時じ間かんをかけてはハンターが消しょう耗もうするばかりなので、ギルドが制せい限げんを設もうけているのだ。

　決きめられた時じ間かん内ないに、求もとめられた仕し事ごとをする。できなければクエスト失しっ敗ぱい、また一いちから仕し切きり直なおしになる。

　でも、今こん回かいのクエストには、実じつはもうひとつ、目もく的てきがあった。

「イズチとオルタロスを探さがしながら、マガイマガドの痕こん跡せきがないか、調しらべよう」

　マガイマガドらしきモンスターを、大たい社しゃ跡あとで見みたという情じょう報ほうがあったから、確たしかめたい。

　依い頼らい者しゃのためにイズチとオルタロスを、そしてカムラの里さとのためにマガイマガドの痕こん跡せきを。

　両りょう方ほうの目もく的てきを達たっ成せいして、みんなと里さとを守まもるんだ。

「やるぞーー！」

　アガタは気き合あい十じゅう分ぶんだ。

　きれいな川かわの流ながれる河原かわらから、山やまの方ほうへ向むかう。

　アガタのオトモはガルクのハルト、ヤクモのオトモはアイルーのアマネだ。

「アガタは大たい社しゃ跡あとに慣なれてないから、最さい初しょは一いっ緒しょに行こう動どうしよう。迷まい子ごになるといけないから」

「迷まい子ごになんてならないけどな！」

　と言いいながらも、アガタは落おち着つきがない。

「あっ、ヒトダマドリだ！」
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　環かん境きょう生せい物ぶつを見みつけると、考かんがえる前まえに猛もうダッシュ！

「ヒトダマドリをはじめて見みたとき、ヒトダマだ！　ってびっくりしたんだ。でもこれ、ユラユラ飛とぶ鳥とりに光ひかる花か粉ふんがついちゃったせいで、ヒトダマに見みえるだけなんだよな。この鳥とりにヒトダマドリって名な前まえ付つけた人ひと、気き持もちわかるわー」

　そしてひとりでぺらぺらしゃべる。

　今日きょうはツッコミ役やくのオトモアイルーのサツキがいないので、誰だれも止とめる者ものがいない。

「なあなあヤクモ、オレなんかにおわない？　ヒトダマドリのにおいが移うつった気きがする！」

「里さと長おさに花はな結むすびって装そう飾しょく品ひんをもらったろ？　あれにヒトダマドリの花か粉ふんが付つくんだ。この香かおりはハンターの能のう力りょくを上あげてくれる効こう果かがあるよ」

「たしかに、気き分ぶん上あがるな、このにおい！」

「色いろによって効こう力りょくがちがうしね」

「さっきのはオレンジと黄き色いろだったぞ。あっちに緑みどりのヒトダマドリがいる！」

　と、言いっていたかと思おもうと、

「あ、金かね霊だまテントウ！」

　崖がけの上うえに金きん色いろに光ひかり輝かがやく甲こう虫ちゅうを見みつけては、わざわざ翔かけり蟲むしを使つかって駆かけ上あがる。

　まっすぐ歩あるけば済すむ話はなしなのに、あちこち走はしり回まわっては戻もどってくる。

「アガタさんは、ちっともじっとしてないですニャ」

　オトモアイルーのアマネがため息いきをつく。

「おーい、アガタ。岩いわの上うえにイズチの群むれがいるから、行いくぞー！」

「待まって、すぐ行いく！」

　すぐと言いいながら、見みつけたヒトダマドリのいる木きをぐるりと回まわってから、ヤクモの後あとを追おう。

「あれ、ハルト。そばにいないと思おもったら」

　いつもなにも言いわずアガタのそばにいるハルトが、今日きょうはアガタではなく、ヤクモにぴったりと寄より添そっている。

「バウ」

　そして、アガタより先さきにイズチの群むれへ向むかっていった。

「そっか、オレがなかなか来こないから、先さきにがんばってくれてるのか！」

　アガタが道みち草くさをする代かわりに、ヤクモの役やくに立たつつもりでいるようだ。

「ありがとな、ハルト！」

　アガタも負まけてはいられない。

　各かく種しゅヒトダマドリの香かおりを身みにつけたおかげで、体たい力りょくやスタミナなど、いろいろ上あがっているはず。

　大おお暴あばれするぞ！

「うぉりゃあっ」

　イズチの尻しっ尾ぽ攻こう撃げきをよけながら、太刀たちで斬きりつける。

　一いち撃げきでは倒たおせないから、続つづけて斬きる。

　イズチはすばやい。

　攻こう撃げきを防ふせぎ、よけ、隙すきを見みて斬きる！

「よし、まず一頭とう」

　ヤクモの方ほうを見みれば、すでに三頭とう倒たおしている。

「すげー、もう終おわってるんだ」

「このあたりはこれだけみたいだな」

　ヤクモはやさしげな外がい見けんからは意い外がいに思おもえるが、パワー重じゅう視しのハンターだ。とにかく力ちから強づよい。ガンガン行いく。

　少すこしぐらい攻こう撃げきをくらっても、気きにしない。

「ヤクモ、細こまかい傷きず多おおくない？」

「うん、ほんとに細こまかい傷きずだから。すぐに治なおるし」

　オトモのアマネが癒いやしの果か実じつを栽さい培ばいしている。この果か実じつをつぶすと、傷きずを癒いやす効こう果かのある粒りゅう子しが飛とび散ちって、たちまち元げん気きになれる。

「ヤクモってよけるより、攻こう撃げきするよな……」

「よけてるヒマがあったら、多た少しょう当あたってもいいから、まず攻こう撃げきするかな」

　アガタがじたばたよけたり体たい勢せいを立たて直なおしたりしている間あいだに、ヤクモはよけずに力ちから強づよく攻こう撃げきのみしまくっている。

「オレも、同おなじようにした方ほうがいいのかな？　その方ほうが強つよくなれる？」

「狩しゅ猟りょうスタイルはそれぞれだから。まねする必ひつ要ようはないよ」

「うーん……」

　ヤクモと同おなじことをしたら、体からだの大おおきくないアガタは体たい勢せいがくずれてしまう気きがする。

「奥おくへ進すすもう。今いまで四頭とうだから、あと十六頭とう」

　すっかり回かい復ふくしたヤクモが言いう。

「うん。次つぎはオレ、ヤクモよりいっぱい狩かるぞ」

「あはは。負まける気きがしない」







10　オサイズチ







　ヤクモはアガタを見みて、とてもまじめだなあ、と思おもう。

　いろいろ気きが散ちって、すぐに暴ぼう走そうしがちではあるけれど。

　ウツシ教きょう官かんの訓くん練れんに真ま正しょう面めんから取とり組くむように、アガタはとてもまじめで、すなおなハンターだ。

「おれは、おおざっぱだからなあ……」

　ヤクモはおおらかでほがらかな青せい年ねんだが。

　それは裏うらを返かえすと「おおざっぱで細こまかいことを気きにしない」性せい格かくで。

　いちいちよけるより斬きりまくった方ほうが早はやいと思おもってるし、バリスタなどで狙ねらい定さだめて撃うつより、直ちょく接せつ斬きりまくった方ほうがいい。

　そこにターゲットがいれば、なにか細こまかく考かんがえるより、ガンガンぶつかっていく。

　それで狩しゅ猟りょうできる身しん体たい能のう力りょくを持もっているから、このスタイルで来きてしまった。

　モンジュには、「オマエは才さい能のうだけで狩かりをしてる。強つよくなりたいなら、考かんがえて狩かりをしろ」と言いわれている。

　そう言いわれても、そこは性せい格かくの問もん題だいだからなあ。

　と、のんびり考かんがえて、特とくに直なおそうとは思おもっていない。

　ただ、自じ分ぶんとはまったくちがう、アガタの良よさもわかる。

「ヤクモさん、イズチがいますニャ！」

　オトモのアマネが言いう。

「バウ！」

　ハルトは一ひと足あし先さきにイズチの群むれへ向むかっている。

「よし、ヤクモよりたくさん狩かるぞ！」

　アガタもそう言いって元げん気きに走はしり出だす。

　木こ陰かげに、イズチが三頭とういた。ハンターふたりにオトモ二匹ひきなら、楽らく勝しょうだ。

「うおおっ」

　アガタがはでに太刀たちを振ふり回まわす。

　三頭とうのイズチは距きょ離りを取とって、アガタを囲かこんでいる。

　飛とびかかってくる様よう子すはない。警けい戒かいしているようだ。

　オトモもいるし、アガタひとりに任まかせてもいいかもしれない。

「……ん？」

　そう思おもっていると、木こ立だちの間あいだに、モンスターの大おおきな背せ中なかが見みえた。

　オサイズチだ。

　イズチたちをまとめるリーダー。先せん日じつの百ひゃく竜りゅう夜や行こうでも苦く労ろうさせられた、危き険けんなモンスターだ。

　今こん回かいのターゲットはイズチなので、オサイズチには関かかわりたくない。

　ヤクモは、小こ声ごえでアガタに伝つたえた。

「アガタ、あまりさわがずに、早はやいとこ狩かろう」

「ヤクモはそこで見みてて！　オレひとりでこいつらみんな狩かるから！」

　飛とびかかってきた一頭とうを、きれいによけて、よける動うごきのまま斬きりつける。

　当あたりが浅あさいため、一いち撃げきでは倒たおせないが、一いち連れんの動どう作さはなめらかだ。

　反はん対たい側がわから尻しっ尾ぽを振ふり回まわしてきた一頭とうを、バックステップでかわす。

　ちゃんと脚あしをふんばって体たい勢せいを整ととのえてから、次つぎの攻こう撃げきに移うつる。

　アガタはていねいに動うごいている。

　ヤクモとはちがって。

　ただ、

「ここですかさず右みぎ！　うおおっ」

　なにかとうるさい。

　ヤクモは静しずかに狩しゅ猟りょうするから、ていねいな性せい格かくに思おもわれているだけなのだ。

「アガタ、向むこうにオサイズチがいる。ヤツに見みつからないうちに狩かろう」

「えっ、マジで。よおしっ、静しずかにすばやく狩かるべきだな！　……ん？」

　アガタはなにか、足あし元もとに見みつけたようだ。

「わ、モフモフ！　かわいいな」

　白しろい小こ型がたの環かん境きょう生せい物ぶつだ。

「エンエンクか。イタチの一いっ種しゅだけど、そいつにさわるんじゃないぞ」

「ああ、わかってる！　イズチを片かた付づけたあとでゆっくり……」

　アガタはまたイズチに向むき直なおった。

　だが、遅おそかった。

　ヤクモが注ちゅう意いしたのは、そういう意い味みじゃない。

　エンエンクはかわいい小しょう動どう物ぶつだけど、困こまった特とく性せいがあるんだ。

　すなわち……。




　ボフン!!




「えっ、なに!?」

　エンエンクが尻しっ尾ぽの付つけ根ねあたりから、キラキラ光ひかる煙けむりのようなモノを吹ふき出だした！

　そばにいたアガタは、それをまともにくらった。

「え？　え？　なにこれ？　キラキラしてる？」

「あーー……」

　ヤクモは天てんをあおいだ。間まに合あわなかった。

「エンエンクは危き険けんを感かんじると特とく殊しゅなフェロモンを出だすんだ。おれたち人にん間げんはなにも感かんじないけど……」

「エンエンク同どう士しでは反はん応のうするフェロモンってこと？」

「いや、反はん応のうするのはエンエンクじゃなくて」

　話はなしているふたりに、大おおきな影かげが近ちかづいていた。

　イズチたちは一歩ぽ下さがって、おたけびを上あげている。

　大おおきな影かげはたちまちイズチたちを追おい越こし、ヤクモとアガタの目めの前まえに来きた。

　イズチたちをしたがえる強きょう大だいなモンスター、オサイズチだ！

「!?」

　オサイズチは、他ほかには一いっ切さい目めもくれず、アガタに向むかってきた。

「エンエンクのフェロモンは、モンスターに効きくんだ」

「ええ～～!!」

　目めの色いろを変かえたオサイズチに追おいかけられ、アガタがものすごい勢いきおいで走はしり回まわる。

　イズチ討とう伐ばつどころじゃない。

「バウ！」

　ハルトがアガタのもとへ駆かけつけ、アガタはハルトの背せ中なかに飛とび乗のった。

　これで、逃にげるスピードが上あがった。

　アガタはそのまま崖がけを駆かけ下おりて行いき、見みえなくなってしまった。

「おーい、どこまで行いくんだーー？」

　見みえなくなった方ほう角がくへヤクモが叫さけぶと、遠とおい声こえがなんとか聞きこえた。

「オサイズチに聞きいてーー！」
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11　迷まい子ごになった!?







「なんてこった……」

　アガタは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　川かわへ飛とび込こんでエンエンクのフェロモンを洗あらい流ながし、なんとかオサイズチはまいたけれど。

「どこだよ、ここ……」

　めちゃくちゃに走はしり回まわったので、ここがどこなのか、さっぱりだ。

　地ち図ずはあるけれど、現げん在ざい地ちがわからなきゃ意い味みがない。

「しっかし、あんな環かん境きょう生せい物ぶつもいるんだな。エンエンクかあ」

　アガタの目めがキラキラ輝かがやく。

　カムラの里さと周しゅう辺へんは、アガタの知しらない環かん境きょう生せい物ぶつがたくさんいる。

　もっともっと知しりたい。わくわくする。

　……けれど。

「今いまは、ヤクモを探さがさなきゃ。きっと心しん配ぱいしてる」

　宣せん言げんして別べつ行こう動どうするならともかく、こんなカタチではぐれてしまったんだ。

「ハルト、ここからさっきいた場ば所しょがどこかわかるか？」

「バウン……」

　オトモガルクのハルトは、自じ信しんなさげに答こたえた。

「あっちの方ほう、ぐらいしかわかんないよなあ」

　それに、ヤクモもきっと、アガタを探さがして移い動どうしているだろう。

「ええい、考かんがえ込こんでても仕し方かたない。ハルト、行いくぞ」

「バウ！」

　ハルトは足あしが速はやい。大たい社しゃ跡あとを一周しゅうするつもりで、まず動うごいてみよう。

　ハルトの背せ中なかに乗のり、アガタは走はしり出だした。

　渓けい流りゅうから山やまの方ほうへ。

　豊ゆたかな木き々ぎ、間あいだに見みえ隠かくれする木もく造ぞうの遺い跡せき。

　昔むかしこの地ちには、いくつもの社やしろがあったんだろう。

　長ながい時じ間かんが経たち、ひとが作つくったものたちは自し然ぜんの中なかに朽くちていく。

　崖がけから崖がけへジャンプし、小こ径みちを走はしる。

　ハチミツに向むかって列れつをなすオルタロスの群むれを見みつけたけれど、今いまはスルーだ。まず、ヤクモと合ごう流りゅうしなければ。

「時じ間かん、大だい丈じょう夫ぶかな……」

　クエストには時じ間かん制せい限げんがある。

　こんなことで時じ間かんをくってしまったら、達たっ成せいできなくなってしまうかも？

　だけどアガタは、ヤクモがアガタを見み捨すててひとりで狩かりをしているとは思おもえなかった。

　きっと、オレのことを探さがしてる。

　早はやく合ごう流りゅうして、あやまらなきゃ！

　早はやく、早はやく。

　山さん岳がく地ち帯たいを走はしっていると、不ふ意いにハルトが足あしを止とめた。

「!?　どうした？」

　ハルトはなにか聞きこえるのかにおうのか、しきりにキョロキョロしている。

「あっ、いましたニャ！」

　そのとき、ヤクモのオトモのアマネが走はしってきた。

　ハルトはアマネの方ほうへ走はしり、顔かおを突つき出だしてオトモ同どう士しのあいさつをする。

「アマネ、ヤクモは？」

「この下したの、沼ぬまのほとりにいますニャ。建たて物ものがいくつか残のこってる場ば所しょ」

「ありがとう！」

　アガタはハルト、アマネと共ともに山やまを駆かけ下おりた。

　切きり立たった岩いわ山やまからは、下したがよく見み渡わたせる。

　アガタのやたらよく見みえる目めには、沼ぬまのほとりにいるヤクモが見みえた。

　朽くちた建たて物ものの陰かげを見みて回まわっている。アガタを探さがしているのだろう。

「ヤクモ！」

　アガタはハルトの背せ中なかから降おり、崖がけを飛とび降おりた。

　翔かけり蟲むしを放はなち、一いっ気きに地ち上じょうまで降おりる。

「アガタ!?」

　上うえからのアガタの声こえに顔かおを上あげたヤクモの目めが丸まるくなる。

　アガタは、ヤクモの目めの前まえに着ちゃく地ちした。

「ごめん!!」

　その勢いきおいのまま、頭あたまを下さげる。

「迷めい惑わくかけてごめん、心しん配ぱいかけてごめん」

「ちょ、近ちかい近ちかい」

　目めの前まえに着ちゃく地ちしてさらに頭あたまを下さげたら、ほとんど頭ず突つきするみたいなものだ。

　ヤクモはとっさに後あとずさってよけて、すぐに笑わらい出だした。

「ケガはないみたいだな」

「ぜんぜん！　オサイズチからは、ハルトがばびゅーーんって逃にげ切きってくれたし」

「そっか。ハルトもご苦く労ろうさん」

「ボクが見みつけましたのニャ！」

「ありがとう、アマネ」

　ヤクモはオトモたちのことも、それぞれねぎらった。

「ほんとごめんな、よけいな時じ間かんくっちまって」

「まあ、そうなんだけど。アガタを探さがしてるうちに、こういうものも見みつけたから」

　そう言いってヤクモは、モンスターの鱗うろこらしきものを見みせた。

「それは……？」

「マガイマガドの鱗うろこ。そこの建たて物ものの陰かげで見みつけた。最さい近きん大たい社しゃ跡あとでユーレイが出でるってウワサがあって。たぶんそれ、マガイマガドの鬼おに火びを見みた人ひとが誤ご解かいしたんだと思おもうよ」

「そっか！　その鱗うろこが、ユーレイじゃなくてマガイマガドって証しょう拠こだな！」

　マガイマガドは大たい社しゃ跡あとに……つまり、カムラの里さとの近ちかくにいたんだ。今いまは移い動どうしているかもしれないけど、いたことはたしかだ。

　油ゆ断だんできない。

　アガタは気き持もちを引ひきしめた。

　環かん境きょう生せい物ぶつを追おっかけてる場ば合あいじゃない。

「じゃ、気きを取とり直なおしてクエストに戻もどろうか」

　ヤクモが言いう。

　アガタは念ねんのために確かく認にんした。

「まだイズチ四頭とうしか狩かってないんだよな……？」

「あと十六頭とうだなー」

　やっぱり、合ごう流りゅうすることを最さい優ゆう先せんにして、ふたりとも狩しゅ猟りょうはしてなかったんだ。

「オレ、さっきオルタロスの群むれ見みつけた」

「でかした！　すぐにそこへ行いこう」

「……どこだっけ……」

　言いったはいいけど、場ば所しょをおぼえてない。

「アガタ……」

「ごめんってば～～」

「バウ！」

　ハルトが「まかせろ！」と言いうように声こえを上あげた。

「ハルト、わかるのか」

「さすがアガタのオトモだ。主あるじのサポートはカンペキだな」

　ヤクモは楽たのしそうに笑わらっている。

　残のこり時じ間かんはあとわずか。

「絶ぜっ対たいクエスト達たっ成せいするぞーー！」




　ハルトに教おしえられて、オルタロスの群むれを見みつけて、さっそく討とう伐ばつ。

　オルタロスを倒たおすのは難むずかしくない。

　難むずかしいのは、オルタロスがすぐに逃にげてしまうことだ。これじゃ、数かずをかせげない。

　オルタロスだけでは足たりないので、さらにイズチの群むれを探さがして大たい社しゃ跡あと中じゅうを走はしり回まわった。

「もう時じ間かんがありませんニャ！」

「あと一匹ぴき！」

「オレが逃にげ道みちをふさぐ！」

　アガタが、見みつけたイズチの前まえに立たちはだかった。

　時じ間かんがないから、追おいかけっこはしてられない。今いまここで討とう伐ばつしなければ。

「助たすかる！」

　アガタがジャマで、イズチは一いっ瞬しゅん立たち止どまった。

　その瞬しゅん間かんを逃のがさず、ヤクモが斬きり伏ふせた。

　ズザァーー！

　イズチは地ちに倒たおれ、動うごかなくなった。

　クエスト達たっ成せいだ。

「終おわったーー！」

「やったな。クエスト成せい功こうだ」

　オトモたちも一いっ緒しょになって、みんなでよろこんだ。

「こんなに、時じ間かんギリギリまでずーっと走はしり回まわっていたのは、ハンターになってはじめてかも」

「ありがとう、ヤクモ！　オレだけだったら間まに合あわなかった。アマネも、ハルトも、ありがと！」

「お礼れいを言いわれてしまいましたニャ」

「あ、アマネがてれてる」

「バウ！」

　みんなで声こえを上あげて笑わらった。

「オレ、これからもっとがんばる！」







12　ヨツミワドウ







「マガイマガドの鱗うろこを見みつけたんだってね！　やっぱり、里さとの近ちかくにいるんだね」

　アガタが茶ちゃ屋やでお団だん子ごを食たべていると、ヨモギが話はなしかけてきた。

「痕こん跡せきを見みつけただけで、現げん物ぶつには会あってないけど……いるんだろうな、近ちかくに」

「こわいねー。すっごく強つよそうだったもんね」

　アオアシラをくわえて歩あるいていた姿すがたを思おもい出だす。

「腕うでを磨みがいて、迎むかえ撃うてるようにならなきゃな」

　アガタがそう言いうと、ヨモギはため息いきをついた。

「アガタ君くんはハンターだから、モンスターを狩しゅ猟りょうすることが『自じ分ぶんにできること』なんだよね。私わたしの『自じ分ぶんにできること』ってなんだろう？　うーん」

「里さと長おさが、自じ分ぶんにできることをせいいっぱいやれって言いってたな」

「お団だん子ごは作つくれるけど、お団だん子ごでマガイマガドを倒たおせるわけじゃないし」

「うーん……」

　自じ分ぶんにできること、か。

　アガタは考かんがえる。

　オレはハンターだから、ハンターとして腕うでを磨みがく。強つよくなる。

　当あたり前まえのことだ。

　なのにオレ、なにをやってるんだろう。

　クエストの最さ中なかに環かん境きょう生せい物ぶつに気きをとられて、目もく的てきを見み失うしなっちゃうなんて。

「ごめんな、ヨモギ！」

　アガタは頭あたまを下さげた。

「えっ、なに、いきなり」

「ヨモギができなくて残ざん念ねんがってるモンスター討とう伐ばつができる立たち場ばなのに、全ぜん力りょくで努ど力りょくしてないなんて、ものすごく失しつ礼れいだよな。恥はずかしい」

「え？　えーと？　なんのことかわかんないけど、アガタ君くんは努ど力りょくしてるよね？　毎まい日にち修しゅう練れんしてるし」

「でも、全ぜん力りょくじゃなかった！　フィールドに出でたらよそ見みばっかだ」

「よくわかんないけど、後こう悔かいしてるなら、今いまから変かわればいいんじゃない？」

　ヨモギに言いわれ、ハッとする。

「そうか……そうだよな！」

　ハンターなんだから、クエスト中ちゅうによそ見みはしない。環かん境きょう生せい物ぶつに気きを取とられない。

　大たい社しゃ跡あとのクエストで、ヤクモに迷めい惑わくをかけてしまった。

　今日きょうからは、ハンターらしく、クエストだけに集しゅう中ちゅうする。

「ありがとう、ヨモギ。オレ、目めがさめたよ！」

「いつものアガタ君くんにもどったね。がんばれー！」

　ヨモギは明あかるく笑わらって、はげましてくれた。

　アガタは立たち上あがり、茶ちゃ屋やをあとにして、集しゅう会かい場じょうへ向むかう。

　思おもい立たったら、即そく行こう動どう。それがアガタだ。

　集しゅう会かい場じょうのクエスト受うけ付つけに、ヤクモがいるのを見みつけ、突とつ撃げきする。

「ヤクモ!!」

「アガタ？　な、なに、急きゅうに」

「クエストに行いこう！」

　胸むなぐらをつかまんばかりの勢いきおいで言いう。

「クエスト？　ちょ、近ちかいって」

「オレ、もう環かん境きょう生せい物ぶつによそ見みしない。モンスターを狩かることだけを考かんがえる。だからもう一いち度ど、一いっ緒しょにクエスト行いこう」

「ああ、うん……今いまちょうど、次つぎのクエストを決きめようとしてたとこで」

　ヤクモはアガタの勢いきおいに、すっかり腰こしが引ひけている。

「それで、どのクエストになさいます？」

　目めの前まえでさわがれても冷れい静せいなまま、受うけ付つけ嬢じょうのミノトが質しつ問もんしてくる。

「緊きん急きゅう性せいが高たかいのはこちらのクエストです」

「じゃあそれ、行いこう！」

「おいおい、内ない容ようを確かく認にんもせずに……」

「オレ、もう失しっ敗ぱいしないから。どんなモンスターでもかまわない。まっしぐらに狩かるだけだ！」

　アガタは力ちから強づよく断だん言げんした。
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　引ひき受うけたクエストは、大たい社しゃ跡あとでのヨツミワドウ狩しゅ猟りょうだった。

　知しっている場ば所しょでよかった。

　失しっ敗ぱいしないためには、前ぜん回かいと同おなじことをしなければいいんだ。

　ヒトダマドリを見みつけても走はしって行いかない。金かね霊だまテントウも見みて見みぬふり。

「あ、チョウチョ。あれはホムラチョウだよな……」

　アガタのやたらよく見みえる目めは、いろんな環かん境きょう生せい物ぶつを見みつけてしまうけれど。

「無む視しだ、無む視し。ムシだけに、無む視し」

　わざと口くちに出だして、ムシを無む視しする。

「あっちにいるチョウチョは、ヒャクメマダラ……」

　ムシだ無む視し。

「アガタ、まだ時じ間かんはあるし、ちょっとぐらいなら」

　ヤクモが気きをつかってくれるが、

「行いかない。今こん回かいは、ヨツミワドウ狩しゅ猟りょうが目もく的てき。ヨツミワドウ以い外がいは一いっ切さい追おいかけない！」

　アガタはかたくなに言いう。

「わかったわかった。じゃあ、まずヨツミワドウを見みつけるぞ」

「ニャんだか調ちょう子しくるうニャ。アガタが環かん境きょう生せい物ぶつを無む視しするニャんて」

　今こん回かいのアガタのオトモはサツキだ。

　今いま、アガタが強つよくなるためには、やさしいハルトより、お説せっ教きょうしてくれるサツキの方ほうがいいと思おもったんだ。

「まじめに狩しゅ猟りょうするのはいいことですニャ」

　ヤクモのオトモのアマネは、今いまのアガタの行こう動どうを、よい心こころがけだとうなずいている。前ぜん回かい、迷まい子ごになって面めん倒どうかけちゃったからなあ。

「ヨツミワドウはたぶん、社やしろの方ほうにいると思おもう。行いくぞ」

「おおっ」

　ヤクモについて、アガタも走はしり出だした。

　ヤクモは道みちを無む視しして、最さい短たん距きょ離りを走はしる。すなわち、段だん差さとか障しょう害がい物ぶつとかがあっても、まったく気きにしない。

　翔かけり蟲むしを使つかって、飛とび越こえる。

　里さとで過すごすだけなら、ヤクモはおだやかでほがらかな、やさしい兄あに貴きだけど。

「ヤクモって、けっこうおおざっぱだよな……」

　一いっ緒しょに狩かりをしていると、相あい手ての性せい格かくがわかってくる。

　ヤクモはクエストだと、力ちから押おしなところがあるというか。

「!!　いるぞ！」

　社やしろよりも手て前まえ、山さん門もんのような遺い跡せきがあるところに、ヨツミワドウがいた。

　百ひゃく竜りゅう夜や行こうで、アガタがはじめて見みた大おお型がたモンスターだ。

　背せ中なかは硬かたい甲こう殻かくでおおわれ、頭とう部ぶにも硬かたい『皿さら』と呼よばれる突とっ起きがある。食しょく欲よくおうせいなんだろうなと想そう像ぞうさせる、重じゅう量りょうのある体からだ。

　百ひゃく竜りゅう夜や行こうでは、がんじょうな最さい終しゅう関かん門もんを体たい当あたりで壊こわそうとしていた。

　それだけ、力ちからが強つよいモンスターだということだ。

「行いくぞ」

「おおっ」

　アガタとヤクモは、ヨツミワドウに斬きりかかった。

　ヨツミワドウは太ふとい前まえ脚あしを叩たたきつけてくる。
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　当あたったら吹ふっ飛とばされるやつだ！　アガタはすばやくよけて、体たい勢せいを整ととのえる。

　その間あいだに、ヤクモが斬きり続つづける。一撃げき、二撃げきと決きめて、三撃げき目めはさらに強つよく！

　ヨツミワドウの反はん撃げきが当あたっても、力ちから尽ずくで押おし切きる。

　力ちからだけじゃない、ヤクモはいつも自し然ぜんに、もっともよい体たい勢せいを取とっている。だから、モンスターの攻こう撃げきが当あたっても、ふみとどまって自じ分ぶんの攻こう撃げきができる。

　自し然ぜんにいつも、いちばんいい体たい勢せいでいる……それって、実じつはとても難むずかしいことだ。

　アガタにはできない。

　だからアガタは、いちいちよけて、体たい勢せいを整ととのえてから攻こう撃げきしなきゃならない。

「くそっ」

　もどかしい。

　ヤクモが一回かいの動どう作さで行おこなう攻こう撃げきを、アガタは力ちからを込こめてふんばって、相あい手てとの距きょ離りをはかって、さらに振ふりかぶって攻こう撃げきしている。ヤクモより、ずっと時じ間かんがかかる。

「ヤクモさん、こっちですニャ」

　アマネが癒いやしの果か実じつを植うえている。

　ヤクモは癒いやしの果か実じつの効こう果かが得えられるところにヨツミワドウを誘ゆう導どうし、そこで斬きり続つづけた。

　ダメージを受うけても、すぐに回かい復ふくして攻こう撃げきを続つづけられる。

　ヤクモとアマネは、こうやって力ちからを合あわせてモンスターを狩しゅ猟りょうしつづけてきたんだ。

　ヤクモが同おなじ場ば所しょでの攻こう撃げきをしているから。

「オレはその分ぶん、動うごき回まわってやる！」

　アガタはヨツミワドウの周まわりをぐるぐる回まわりながら斬きりかかった。

　力ちからや技わざが足たりないなら、その分ぶんは根こん気きで補おぎなうんだ。

　走はしって跳とんで、何なん度ども斬きりかかって。

「これでもくらうのニャ！」

　サツキはオトモ用ようの起き爆ばく竜りゅう弾だんを発はっ射しゃしている。アガタが太刀たち使つかいで接せっ近きんして狩かるスタイルなので、オトモのサツキは離はなれた場ば所しょから攻こう撃げきするスタイルだ。

　ヨツミワドウは、その大おおきくて重おもい体からだそのものが、危き険けんな武ぶ器きだ。

　張はり手てや突とっ進しんだけで、十じゅう分ぶんハンターを行こう動どう不ふ能のうにさせることができる。

　ドオーーッ！

「うおっ？」

　ヨツミワドウが、岩いわを投なげてきた。

「あっぶねー」

　余よ裕ゆうでよけたつもりが、破は片へんが当あたりそうになった。

「アガタ、大だい丈じょう夫ぶか？」

「大だい丈じょう夫ぶ」

　ヤクモに声こえをかけられ、反はん射しゃ的てきに返へん事じをしたけれど。

　思おもった通とおりに動うごけていない。

　変へんだな。

　なんだか、体からだが重おもい。息いきが切きれる。

　この間あいだ、大たい社しゃ跡あとじゅうを走はしり回まわってイズチを狩かったときは、もっと動うごけていたのに。

　アガタが足あしを止とめると、ヨツミワドウはこれ幸さいわいと動うごき出だした。

「逃にげる気きか」

　重おもそうな体からだなのに、意い外がいにすばやくヨツミワドウは山さん門もんの奥おくへ移い動どうしていく。

　アガタはすぐに追おいかけようとしたけれど。

「太刀たちの斬きれ味あじが落おちてる。研といでから行いこう」

　ヤクモに言いわれて、それもそうだと思おもい直なおした。

　太刀たちを研といで、応おう急きゅう薬やくを飲のんで、防ぼう具ぐの留とめ具ぐを確かく認にんして。

「よしっ、カンペキ」

　少すこし休やすんだだけで、体たい力りょくは元もと通どおりだ。

　さっきはなんであんなに、しんどかったんだろう？

　変へんだと思おもったけれど、アガタは気きにせずに立たち上あがった。

「さあ、ヨツミワドウを追おうぞ」

　……ここでちゃんと、気きにするべきだったんだ。

　どうして思おもいのほか、疲つかれてしまうのかを。







13　ヒトダマドリ







　アガタとヤクモはヨツミワドウが消きえた山さん門もんをくぐり、沼ぬまのところまで行いった。

　遠とおくまでは行いってないだろう、と思おもった通とおり。

　ヨツミワドウは沼ぬまの中なかにいた。

「なにかしてる？」

「食しょく事じ中ちゅうだな」

　ヨツミワドウは、ものすごい勢いきおいで魚さかななど水すい中ちゅうの生いき物ものを食たべていた。

「うっわ……」

　その食たべ方かたが、えぐい。

　吸すい込こむように、なんでもかんでも沼ぬまの水みずごと丸まるのみしている。

　そしてさらに。

「うっわ……」

　食たべ終おわったあとが、えぐい。

　デプププン、と腹はらがふくらみ、体たい形けいが変かわっている。

「ますます攻こう撃げき力りょくが上あがってそうだな」

　ヤクモが言いう。

「あの体たい重じゅうでぶつかって来こられたら、たまんないな」

　アガタもそう返かえしたが。

　デプン、デプン、たゆゆん、とヨツミワドウの肉にくが揺ゆれる。

「……その分ぶん、動うごきが遅おそくなってるよな」

　ピンチはチャンスだ。

　アガタとヤクモはうなずき合あい、それぞれ攻こう撃げきをはじめた！

　沼ぬまは浅あさい。

　ばしゃばしゃと沼ぬまの中なかへ踏ふみ込こんで、ヨツミワドウと対たい峙じする。

　ヤクモは相あい変かわらず力ちから強づよく攻こう撃げきする。

　その周まわりをアガタは走はしり回まわり、攻こう撃げきしてはよけて、をくり返かえす。

　ヨツミワドウは突つっ張ぱり攻こう撃げきをしたり、四し股こを踏ふんだりと、増ふえた体たい重じゅうにまかせた危き険けんな攻こう撃げきをくり出だしてくる。

　背せ中なかの甲こう殻かくは硬かたいので、狙ねらうならあのふくらんだ腹はらだ。

　隙すきを見みて腹はらへ、渾こん身しんの突つきをお見み舞まいする！

　ドゴォゥゥ！

　決きまった！

　弱じゃく点てんの腹はらを攻こう撃げきされたヨツミワドウは、ぶっ倒たおれて腹はらの中なかのモノを吐はき出だした。

　ブシャ～～!!

　大たい半はんは水みずだ。さっきかなり吸すい込こんでいたから。

　水みずを吐はき出だすにつれ、しゅるしゅると体からだがしぼみ、元もとの大おおきさに戻もどっていく。

「やった！　今いまがチャンスだ」

「同どう時じに攻こう撃げきするぞ、いいな!?」

「よし！」

　アガタとヤクモは、同どう時じに太刀たちを構かまえた！

　だが。

「あれ？」

　アガタは、片かた膝ひざをついた。

　息いきが切きれて、攻こう撃げきどころじゃない。

「アガタ、どうした？」

「ごめん、なんか、疲つかれて……」

　おかしい。この程てい度どで疲つかれるなんて。

　前ぜん回かい、同おなじこの大たい社しゃ跡あとで、もっと激はげしく走はしり回まわったぞ？

　あのときに比くらべれば、今こん回かいはまだあまり時じ間かんも経たってないのに。

　どうして……？

　混こん乱らんしているせいで、反はん応のうが遅おくれた。

「アガタ！」

　ヨツミワドウが投なげてきた岩いわを、よけきれなかった。

「ぐわっ」

　あまりの衝しょう撃げきに、目めから星ほしが飛とぶ。

　体からだが浮ういて、そのまま沼ぬまの中なかに背せ中なかから落おちた。

　ぐわん、ぐわん、目めが回まわり、痛いたみで体からだが動うごかない。

「アガタ、しっかりするニャ」

「回かい復ふく笛ぶえを吹ふきますニャ」

　オトモたちが助たすけてくれて、すぐに体からだは楽らくになった。

「かっこわる……」

　アタマを押おさえながらアガタが起おき上あがったとき。

　ヨツミワドウと対たい峙じするヤクモの背せ中なかが見みえた。

　構かまえるヤクモに、翔かけり蟲むしの鉄てっ蟲ちゅう糸しが輝かがやき、次つぎの瞬しゅん間かん、太刀たちが大おおきく走はしった！

　太刀たちが描えがく筋すじが光ひかり、斬ざん撃げきがヨツミワドウに命めい中ちゅう！

　ズシャーーァッ!!

[image: ]

　水みずしぶきを上あげて、ヨツミワドウが倒たおれた。

　巨きょ体たいは動うごかない。

　狩しゅ猟りょう達たっ成せいだ。

「……すごい……」

　アガタは呆ぼう然ぜんと眺ながめた。

　鉄てっ蟲ちゅう糸しを使つかった技わざがあるのか……！

「アガタ、大だい丈じょう夫ぶか」

　ヤクモがアガタのそばまでやってきた。

「大だい丈じょう夫ぶ。ありがとう。アマネも、サツキもありがとう。おかげで助たすかった」

「いえいえですニャ」

「大だい丈じょう夫ぶならよかったニャ」

「今いまはもうほんとに大だい丈じょう夫ぶだ。でもさっきはなんか、急きゅうに息いきが切きれて……。それに、あの程てい度どのダメージで動うごけなくなるなんて」

　いつもと調ちょう子しが違ちがいすぎた。

「アガタ、今こん回かいヒトダマドリをまったく取とってなかったろ？　この間あいだは必ひつ要よう以い上じょうに取とりまくってたのに」

　ヤクモに言いわれて、アガタは首くびをひねった。

「ヒトダマドリ……？　たしかに今日きょうは取とってないけど」

「ヒトダマドリには、体たい力りょくとかスタミナとか、ハンターに必ひつ要ような能のう力りょくを上あげてくれる効こう力りょくがあるんだ。今日きょうはなんにも取とってなかったから、動うごけなくなったんだよ」

「……あー……そっか……」

　前まえに来きたときアガタは、ヒトダマドリによって能のう力りょくが底そこ上あげされた状じょう態たいだったんだ。

　でも、その違ちがいに気きづかずに、前ぜん回かいと同おなじつもりで無む茶ちゃな動うごき方かたをした。それで、バテたんだ。

「ダメダメじゃん、オレ……」

　環かん境きょう生せい物ぶつを無む視しすれば、それでいいと思おもった。

　悪わるいのは環かん境きょう生せい物ぶつじゃない。

　状じょう況きょうの判はん断だんでミスをした、アガタだ。







14　自じ分ぶんにできること







「環かん境きょう生せい物ぶつが好すきだからって、そればかりに夢む中ちゅうになってもダメだし、まったく使つかわなくてもダメ」

　アガタは頭あたまを抱かかえている。

　カムラの里さとで、アガタはヤクモの家いえに居い候そうろうしている。

　作つくってもらった寝ね床どこで、アガタは起おき上あがったり丸まるまったりをくり返かえしていた。

「ニャにごとも、ほどほどにすればいいのニャ」

　オトモアイルーのサツキが言いう。

「わかってるよ、そんなこと。わかってるけど！」

「アガタはひとつのことに夢む中ちゅうになると、ニャにも見みえなくなるのニャ」

　それこそわかっている、とサツキはうなずく。

　アガタはいつでも全ぜん身しん全ぜん霊れい。あれもこれもちょうど良よく、というのが苦にが手てだ。

「夢む中ちゅうにならずに好すきになるなんて、無む理りだー……」

　なんだかがっくり力ちからが抜ぬけてしまった。

　いつもなら修しゅう練れん場じょうに行いって、ウツシ教きょう官かんに訓くん練れんしてもらっている時じ間かんなのに。

「とりあえず、ニャにか食たべるといいニャ。おなかがすいてると、元げん気きになれないニャ」

「バウ！」

　サツキとハルトにはげまされ、アガタは家いえから出でた。

　おいしいものを食たべれば、たいていなんとかなる。今いままではそうだったよな、と。

　茶ちゃ屋やに行いくと、ヨモギがいつもの笑え顔がおで迎むかえてくれた。

「元げん気きないなぁ～。そういうときは、特とく製せいのお団だん子ご！　はい、すわってすわって」

　アガタはイスにすわって、ぼうっと眺ながめた。

　お団だん子ごを作つくる茶ちゃ屋やのアイルーたちの見み事ごとな動どう作さ。

　お団だん子ごを串くしにさすヨモギのあざやかな手て並なみ。

　何なん度ど見みてもすごい。

　一いち連れんの動どう作さを、ヨモギは歌うたいながらやってのけるんだ。

　モンスターを狩かるハンターだってすごいけど、こんなことのできる茶ちゃ屋やの看かん板ばん娘むすめだってすごい。

　どっちがすごいと比くらべるのではなく、どちらもすごいと、アガタは思おもう。

「うさ団だん子ごは最さい高こうニャ」

「バウバウ！」

　サツキとハルトはにぎやかに言いう。

　アガタを元げん気きづけようと、ちょっと無む理りをしているみたい。

「アガタ、この子こたちちょっと元げん気きがないみたいだから、オトモ広ひろ場ばでやすませてやってもいいかな？」

　ちょうど茶ちゃ屋やにいたイオリが、サツキとハルトを見みてそう声こえをかけてきた。

「ああ、もちろん」

「ニャんで？　元げん気きニャ。ねえ、ハルト」

「バウ」

　サツキたちはそう言いうけれど、イオリにはお見み通とおしのようだ。

「ここのところ、気きが張はってるみたい？　マッサージしてあげるよ。そうしたら楽らくになるから、もっとハンターさんのお役やくに立たてるよ」

「……まあ、そうニャ。それでアガタのためにニャるなら、まあ、いいかニャ」

「バウン」

　ハルトは一ひと足あし先さきに、イオリの足あし元もとにスリスリしている。

　さすがイオリだ。

「聞きいたぞ。ヨツミワドウ狩しゅ猟りょうでやらかしたんだってな」

　茶ちゃ屋やにはヒバサもいた。

「そうなの？」

「体たい力りょくとスタミナの配はい分ぶんができなくて、肝かん心じんなところでへたりこんじゃった。ヤクモに、また迷めい惑わくかけちまった」

　ヨモギに聞きかれ、アガタがしょぼんと答こたえる。

「あらら」

「それは技ぎ量りょうとは別べつの問もん題だいだな。オマエはずっと腕うでを磨みがく鍛たん錬れんばかりしていたからな。体たい力りょくとスタミナの管かん理りは、経けい験けんによるところが大おおきい」

「そっか、アガタ君くんはまだ駆かけ出だしハンターだもんね。これからおぼえていけばいいんだ。ヤクモさんも、気きにしてないでしょ。アガタ君くんがちょっとぐらい失しっ敗ぱいしても」

　ヒバサとヨモギが取とりなすように言いってくれた。

　イオリは口くち出だしせずに、黙だまってハルトをなでている。

「その通とおりなんだけど、今こん回かいの失しっ敗ぱいはそれ以い前ぜんの問もん題だいなんだ」

　アガタはしょぼくれたままだ。

「それ以い前ぜん？」

「オレは環かん境きょう生せい物ぶつが大だい好すきだけど、大だい好すきなことがハンターとしてまちがってるのかもしれない」

「はぁ？　なんでそうなるんだ？」

「そうだよ。別べつに、悪わるいことじゃないでしょ？」

　ハンターの能のう力りょくを上あげてくれるヒトダマドリを取とらなかったために、自じ分ぶんの体たい力りょくやスタミナを読よみ違ちがえた。

　問もん題だい解かい決けつは、簡かん単たんだ。

　これからはヒトダマドリを適てき度どに取とって能のう力りょくを上あげ、他ほかの環かん境きょう生せい物ぶつには見み向むきもせず、クエスト達たっ成せいだけを目め指ざせばいい。

「なんだ、改かい善ぜん点てんはわかってるんじゃないか」

　アガタの話はなしを聞きいて、ヒバサが言いう。

　アガタは首くびを振ふった。

「つまりそれって、『自じ分ぶんの役やくに立たつ環かん境きょう生せい物ぶつ』だけ必ひつ要ようとして、それ以い外がいは無む視しすることだろ？　それをやっちゃったらオレ、環かん境きょう生せい物ぶつを損そん得とくだけで区く別べつするようになる。こいつは得とくになるから大だい事じにしよう、こいつは役やくに立たたないから放ほうっておこう、って」

　好すき、って、そういうことじゃないよね？

　好すきなモノに対たいし、損そん得とくで区く別べつするなんて、そんなことはできない。

「あー……たしかにそれは、つらいかも」

　ヨモギがうなずく。「好すきなだけに、つらいよね」と。

「オマエなあ、そんな大おおげさに考かんがえなくても」

　ヒバサは気き軽がるになぐさめようとしたけれど。

　アガタの顔かおを見みて、言こと葉ばを止とめた。

　ひとから見みれば「それがなんなの？」かもしれないが、アガタにとっては大だい問もん題だいだ。

　大だい好すきなものを、そんな基き準じゅんで選えらびたくない。選えらばなかった方ほうを捨すてたくない。

　でも、ハンターとして強つよくなりたい。それも本ほん当とうだ。

　今いまのままのアガタでは、強つよくなれないんだろうか。

「大おおげさに、はちがうな。悪わるかった。難むずかしく考かんがえるな、だ。正ただしくは」

　ヒバサは言いい直なおした。やさしい声こえだった。

「難むずかしく……？」

　アガタは顔かおを上あげ、ヒバサを見みた。

　そのふたつの言こと葉ばは、わざわざ言いい直なおすほど別べつの意い味みをもっているのか。

「環かん境きょう生せい物ぶつが好すきなため、クエストでやらかした。だから、クエストをうまく達たっ成せいするためには、環かん境きょう生せい物ぶつを好すきなままではいけない。アガタが思おもっているのは、そうだな？」

　ヒバサが、アガタの言いっていることをまとめた。

　簡かん単たんなことだ。失しっ敗ぱいの原げん因いんがわかっているのだから。

　なのに、難むずかしく考かんがえてる？　どういうこと？

「○○だから、××しなければならない。そう考かんがえるから、ややこしいんだ。大たい切せつなところをガツンと固こ定ていしてしまえば、話はなしは簡かん単たんになる」

「大たい切せつなところ？」

「環かん境きょう生せい物ぶつが好すきなんだろ？　で、強つよいハンターになりたいんだろ？」

「うん」

「じゃあ、そこを固こ定ていして考かんがえろ」

「環かん境きょう生せい物ぶつを好すきで、強つよいハンターになる」

「そう」

「環かん境きょう生せい物ぶつを好すきで、強つよいハンターになる」

　アガタはくり返かえした。

　環かん境きょう生せい物ぶつを好すきなこと、強つよいハンターになりたいこと。

　これはアガタの絶ぜっ対たい条じょう件けんだ。

　絶ぜっ対たいなんだから、考かんがえるとしたら、別べつのところだ。

「環かん境きょう生せい物ぶつを好すきなまま、強つよいハンターになるには、どうすればいいか」

　環かん境きょう生せい物ぶつを損そん得とくで区く別べつするのは嫌いやだ。

　じゃあ、別べつの方ほう法ほうは？

　アガタがつまずいたのは、変かえてはいけない絶ぜっ対たいのところを「このままじゃダメだ、変かえなくちゃ」と思おもったせいだ。

「そうか。オレはオレのまま、強つよくなるんだ」

　それでどうすればいいのか、なんて、答こたえは出でてないけど。

　なにか、見みえた気きがする。

　大だい好すきなものを否ひ定ていしなくていい。

　それがわかったから、いろんなものが湧わき出だしてくる。

　体からだの内うち側がわから。

　心こころの奥おく底そこから。

「大たい切せつなところ……私わたしは私わたしのまま……」

　横よこで聞きいていたヨモギも、なにか考かんがえ込こんでいる。

「…………」

　イオリもまた、なにか思おもうところがあるのか、ハルトをなでる手てが止とまったままだ。

「ヒバサ、オレ、環かん境きょう生せい物ぶつ……そうだ、翔かけり蟲むしのこと、もっとよく知しりたい。もっとうまく使つかいたい！」

　アガタが意い気き込ごんで言いうと、ヒバサはにやりと笑わらった。

「以い前ぜんから、モンジュがオマエを鍛きたえたいって言いってたぜ。同おなじ太刀たち使つかいとして、教おしえたいことがあるってな」

「ありがとう！　望のぞむところだ！」

　カムラの里さとには、よき先せん輩ぱいたちが大おお勢ぜいいる。

　アガタは、もっと強つよくなれる。

　そう、確かく信しんできる。







15　アケノシルム狩しゅ猟りょう







　それからは、特とっ訓くんの日ひ々びだった。

　ウツシ教きょう官かんとの修しゅう練れんは今いままで通どおり続つづけていた。

　それに加くわえてモンジュから太刀たちの特とっ訓くんを受うけた。鉄てっ蟲ちゅう糸しを網あみの目めの様ように張はりめぐらせて待たい機きする水すい月げつの構かまえなど、鉄てっ蟲ちゅう糸しを使つかう技わざを中ちゅう心しんに鍛きたえてもらう。

　ヒバサからフィールドでの過すごし方かたのコツや、カムラの里さと周しゅう辺へんの環かん境きょう生せい物ぶつのことを教おそわった。

　モンジュもヒバサも、今いま現げん在ざい活かつ躍やくしている凄すご腕うでハンターだ。

　彼かれらの教おしえはとても実じっ践せん的てきで、アガタにはありがたいものだった。




　オレは、オレのまま強つよくなる。

　……その答こたえは、特とっ訓くんの中なかで得えることができた。




　だから、得えた答こたえを、まちがいがないかたしかめるんだ。

　実じっ際さいに、クエストで。

　モンスター狩しゅ猟りょうでたしかめてはじめて、アガタは迷まよいのないアガタになれる！




　ということでアガタは、ヤクモをクエストに誘さそった。

「今こん度どこそ任まかせて！　特とっ訓くんの成せい果かを見みせてやる」

「特とっ訓くんの成せい果かねえ……」

　ヤクモはぬるく笑わらう。

　信しんじていないのではなく、アガタの鼻はな息いきの荒あらさがおもしろいらしい。

「実じっ際さいにクエストに行いかなきゃ、成せい長ちょうしないもんな。いいよ、なんでも来こいだ」

「おおざっぱだよなあ」

　アガタがつぶやくと、ヤクモは、

「えっ、おれがおおざっぱな性せい格かくだってばれてる？」

　と、あわてる。

「モンジュやヒバサや、一いち部ぶの人ひとにしかばれてないはずなのに。アガタ、意い外がいにするどいな」

「意い外がいってなんだよ。里さとの人ひとだって、きっと気きづいてるよ」

「そっかなあ？」

「そういうとこも含ふくめて、ヤクモのことが好すきだから、誰だれもなにも言いわないんだろ」

「そっか、アガタはおれのおおざっぱなとこも含ふくめて好すきかぁ」

「里さとの人ひとの話はなし！」

「大だい丈じょう夫ぶ、里さとのみんなも、アガタの面めん倒どうくさいところも含ふくめて、好すきなんだと思おもうよ」

　ヤクモは笑わらっているし、アガタもつられて笑わらう。

「今こん回かいのクエストで、ニュー・アガタを見みせてやるからな！」

「はいはい、楽たのしみにしてるよー」

　アガタがずっと特とっ訓くんしていたことを、ヤクモは知しっている。

　冗じょう談だんめかしているけれど、その努ど力りょくをかってくれてるんだ。

　だからこそ。

　絶ぜっ対たいに、クエストで活かつ躍やくするんだ。

　アガタがアガタらしい方ほう法ほうで。
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　そうやって、アガタとヤクモ、サツキとアマネでやってきたのは大たい社しゃ跡あと。

　クエストの目もく的てきは、アケノシルムの狩しゅ猟りょうだ。

　大おお型がたの鳥ちょう竜りゅう種しゅで、一本ぽん脚あしで立たつ独どく特とくの姿すがたが傘かさのように見みえることから、別べつ名めい「傘さん鳥ちょう」と呼よばれている。

　アガタは、百ひゃく竜りゅう夜や行こうのときに、はじめて見みた。

　ぴょんぴょん跳はねるような移い動どうの仕し方かたと、火か炎えん攻こう撃げきが印いん象しょうに残のこっている。

「まずは、アケノシルムを探さがそう」

　広こう大だいな大たい社しゃ跡あとの、どこに目もく的てきのモンスターがいるか。

　何なん度ども狩かっていると見けん当とうが付つくようになるのだが、アガタにはまだわからない。

「たぶん、山さん門もんの前まえあたりにいる。ヨツミワドウと対たい峙じしたあたり」

　ヤクモには経けい験けん上じょうわかるようだ。

「ようし、じゃオレ、環かん境きょう生せい物ぶつ取とりながら向むかうな！」

　アガタは言いう。

「お、前まえもって宣せん言げんするか」

「ちょっとおくれるかもしれないけど、パワーアップしてから行いくから」

「ヒトダマドリは取とっておいた方ほうがいいからな。前ぜん回かいの失しっ敗ぱいから学まなんだわけだ」

　そう言いうヤクモは、いつも最さい短たんルートを通とおりつつも、道どう中ちゅうで見みつけたヒトダマドリを最さい低てい限げん集あつめていた。ただ一いっ直ちょく線せんにモンスターに向むかって行いっているだけじゃない。

　自じ分ぶんのスタミナや体たい力りょくを見み極きわめているからこそ、どれだけヒトダマドリを取とればいいかわかっているんだ。

　アガタとは基き本ほん的てきにちがっているのだろう。

　そんなヤクモの真ま似ねをしても仕し方かたない。

　アガタは、アガタのやり方かたで、がんばるんだ。

「じゃ、先さき行いってるな」

　ヤクモは翔かけり蟲むしを使つかって、キャンプの下したに広ひろがる平へい地ちへと飛とび降おりていった。

　空くう中ちゅうで翔かけり蟲むしを使つかい、さらに遠とおくまで。

　まるで、羽はねがあるように、軽かる々がると飛とんでいく。

　ヤクモのオトモのアマネも、地ち中ちゅうに潜もぐって主あるじを追おった。アイルーはすばやく四よつ足あしで走はしることもできるし、地ち中ちゅうを通とおって目もく的てき地ちに行いくこともできる。

「追おいかけるぞ」

　オトモのサツキに声こえをかけ、アガタもまた、翔かけり蟲むしで飛とんだ。

　追おいかける、といっても、そのまま付ついていくわけじゃない。

　アガタは地ちに降おりたあと、ヒトダマドリなどの環かん境きょう生せい物ぶつを取とりながら進すすんだ。

「ほんとにアガタは単たん純じゅんニャ。あんニャに悩なやんでたのに」

　サツキは「やれやれ」と言いいたげだ。

　悩なやんだわりに、やっていることは同おなじ。道みち草くさして、環かん境きょう生せい物ぶつを取とっている。

「見み方かたを変かえたら、すこーんと目めの前まえが開ひらけたんだ」

　大だい好すきな環かん境きょう生せい物ぶつを、損そん得とくで区く別べつできない。したくない。そんなことをするぐらいなら、好すきでなくなるしかない。

　そう思おもってへこんだけど。

　好すきなものは好すき。

　そこを絶ぜっ対たいの条じょう件けんにして考かんがえたら、別べつの考かんがえ方かたができた。

「よし、シビレガスガエル見みつけた。あっちにアメフリツブリがいるな！　取とっておこう」

「さっきからなんでも拾ひろってるけど、ヒトダマドリだけでいいんじゃニャいの？」

「ヒトダマドリもいいけど、他ほかの環かん境きょう生せい物ぶつもいいんだ。環かん境きょう生せい物ぶつは、みんなすごいんだ」

　役やくに立たつから取とっておこう、ではなくて。

「環かん境きょう生せい物ぶつは、すべて役やくに立たつ。いらない子こなんかいない。と、考かんがえるんだ。あ、火ひ石いしコロガシがいる！　あと、泥どろ玉だまコロガシも拾ひろっておきたいな。知しってるか？　玉たま状じょうのものを転ころがして運はこぶ虫むしで、運はこんでいる玉たまによって火ひ石いしコロガシとか泥どろ玉だまコロガシとか呼よび方かたがちがうんだ。おもしろいだろ？」

「また語かたり出だしたのニャ」

「火ひ石いしコロガシの玉たまは火ひ属ぞく性せいの物ぶっ質しつをふくんでいるから、投なげたら燃もえるし、泥どろ玉だまコロガシの玉たまは水みずを含ふくんでいるから……」

「はいはい。それで、シビレガスガエルが役やくに立たつのニャ？　アガタは前まえに、ビリビリしびれて動うごけなくなったニャ」

「だから、役やくに立たつように使つかえばいいんだ」

「よくわかんニャいけど、アガタが楽たのしそうでよかったニャ」

　悩なやんで落おち込こんでいたとき、サツキもハルトも心しん配ぱいしてくれていた。

　今いま、アガタがまたアガタらしくしていることが、うれしいらしい。

　それがわかるから、アガタもうれしくなる。

「あまり回まわり道みちはしない。ちょっと脚あしをのばすだけで取とれるものだけにする」

「アガタが夢む中ちゅうになりすぎたら、けとばして、目めをさまさせてやるニャ」

　サツキがすまして言いう。わざとらしく「やれやれ」と。

「ああ、頼たのむぜ！　さすがオレのオトモだ」

「そうニャ！　サツキはアガタのさすがのオトモニャ」

　アガタが生いき生いきしていると、サツキも元げん気きになる。

　ひとりと一匹ぴきで、一いっ緒しょに突つっ走ぱしるんだ！
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　あまり遅おそくならずに、アガタはヤクモに追おいついた。

　山さん門もん前まえで、ヤクモはアケノシルムと対たい峙じしていた。

「よおっし、行いくぞ！」

　アガタが太刀たちを抜ぬき、走はしり込こもうとしたときに。

　アケノシルムが、火か炎えんブレス攻こう撃げきをした。

「うわっちゃっちゃ」

　地じ面めんが、燃もえだした！

「アガタ、気きをつけろよ」

　ヤクモはアガタを振ふり返かえりもせず、火か炎えんをよけてアケノシルムに斬きりかかった。

　アケノシルムはすばやく動うごき、攻こう撃げきをよけているようだ。

「ええいっ」

　アガタも斬きりつけた。手て応ごたえが返かえる。

　アオアシラの腕うでのような、キンとはじかれるような硬かたさはない。

　だが、とにかくじっとしていないから、攻こう撃げきを当あてられない。

「キェエエーー!!」

　耳みみをふさぎたくなるカン高だかい鳴なき声ごえをあげ、突とつ撃げきしてくる。

「うわ」

　アガタはかわしそこなった。

　吹ふっ飛とばされて、地じ面めんを転ころがる。

　そのままアケノシルムは、すごいスピードで、あっという間まに遠とおくまで走はしっていった！

「！」

　突とつ撃げきの勢いきおいが強つよすぎて、アケノシルムはうまく静せい止しできないようだ。ベシャーッとくずれるように転ころんでいる。

　そこをヤクモが、踏ふみ込こみ斬ぎりからの縦たて斬ぎりと、連れん続ぞく攻こう撃げき。

「オレも！」

　アガタもあとに続つづこうとしたが、起おき上あがって追おいかけても間まに合あわなかった。

　アガタが追おいついたときには、アケノシルムはもう立たち上あがっている。

　相そう当とう頭あたまにきているのか、アケノシルムはトサカの形かたちをかんむりのように逆さか立だて、翼つばさを広ひろげ威い嚇かくしてくる。

　ヤクモは気きにせず技わざを使つかう。

　水すい月げつの構かまえからカウンターをねらう。

　アガタがまだうまく使つかえない鉄てっ蟲ちゅう糸し技ぎだ。

　やっぱりヤクモと同おなじことをしようとするのは無む理りだ。

　アガタはアガタなりの方ほう法ほうで狩からなくては。

「よし！」

　さっき手てに入いれたシビレガスガエルを地じ面めんに置おいて、サツキに向むかって叫さけぶ。

「サツキ、アケノシルムを誘さそい出だしてくれ!!」

「まかせるニャ！」

　サツキが起き爆ばく竜りゅう弾だんでアケノシルムの注ちゅう意いを引ひいた。

　アケノシルムがこちらに向むかって走はしってくる。

　迫せまってくるアケノシルムにおどろいて、シビレガスガエルがガスを噴ふん射しゃした！

「!!」
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　そのガスをまともにくらい、アケノシルムの動うごきが止とまった。

　羽はねを逆さか立だたせたまま、ビリビリしびれている。

「今いまだ！」

　踏ふみ込こみ斬ぎりからの連れん続ぞく攻こう撃げき。

　相あい手てが動うごかないから、斬きり放ほう題だいだ。

　ヤクモも翔かけり蟲むしで距きょ離りを詰つめ、一いっ気きに攻こう撃げきする。

　ヤクモが攻こう撃げきをはじめたから、アガタはいったん太刀たちを納おさめた。

　代かわりに、今いままで取とってきた環かん境きょう生せい物ぶつを物ぶっ色しょくする。

「さっき拾ひろった火ひ石いしコロガシと泥どろ玉だまコロガシ。アケノシルムは火ひを使つかうモンスターだから、火ひには強つよいよな。よし、泥どろ玉だまコロガシをくらえ！」

　泥どろ玉だまをぶつけられたアケノシルムは、水みずにぬれた状じょう態たいの水みず属ぞく性せいやられになった。

「いいぞ、アガタ。おかげでダメージが通とおりやすくなった」

　ヤクモが言いう。水みず属ぞく性せいやられで太刀たち攻こう撃げきの手て応ごたえがよくなったようだ。

「ニュー・アガタだからな！」

　環かん境きょう生せい物ぶつを取とるだけ・見みるだけで満まん足ぞくしていた。

　そこからさらに進すすんで、環かん境きょう生せい物ぶつを「使つかう」んだ。

　ヒトダマドリが体たい力りょくなどを上あげてくれるように、他ほかの環かん境きょう生せい物ぶつだって、使つかい方かたによっては役やくに立たつ。

　ようは、「どう使つかうか」だ。

　玉たまを転ころがしているだけの虫むしなんか、なんの役やくに立たつ？　……そう言いって切きり捨すててしまったりしない。

「それで環かん境きょう生せい物ぶつを探さがしてから、って宣せん言げんしたのか」

「あ、イッタンモンシロがいる。イッタンモンシロの鱗りん粉ぷんをあびると一いち時じ的てきにケガをしにくくなる効こう力りょくがあるから、ヤクモは絶ぜっ対たいあびておいた方ほうがいい」

「カムラの里さと近きん辺ぺんの環かん境きょう生せい物ぶつにくわしくなったんだな」

「ヒバサや、里さとの人ひとたちにいろいろ教おしえてもらったんだ」

　武ぶ器きの腕うでを磨みがくだけが強つよくなることじゃない。

　環かん境きょう生せい物ぶつ大だい好すきの、強つよいハンターになるんだ！

　ビリビリしびれたり、属ぞく性せいやられになったり、アケノシルムはすっかり疲つかれていた。

　トサカもしおれているし、動うごきもにぶい。

「今いまのうちに終おわらせるぞ」

「おおっ」

　このまま、ふたりがかりで攻こう撃げきすればすぐに片かたが付つくと思おもった。

　だが。

「キキィ～～ッ！」

　不ふ吉きつな声こえと共ともに、新あらたな大おお型がたモンスターが現あらわれた!!







16　ビシュテンゴ乱らん入にゅう







「なんだ、あれ……!?」

　アガタの知しらないモンスターだった。

　見み間ま違ちがえようがない、明あきらかに変かわった姿すがただ。

「変へんな脚あしのモンスター？」

　長ながい一いっ本ぽん足あしの上うえに、大おおきな毛けむくじゃらの体からだがある。

　顔かおや毛け並なみは猿さるのようだけど。

「アガタ、あれは脚あしじゃない、尻しっ尾ぽだ」

　尻しっ尾ぽで、モンスターは自じ在ざいにバランスを取とって立たっている。

　いや、立たつだけじゃない。こっちへ向むかってきた！
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「《天てん狗ぐ獣じゅう》ビシュテンゴだ。最さい近きん、大たい社しゃ跡あとで見みかけたという話はなしはなかったはずなのに。……まさか出で会あうなんて……」

　ヤクモが言いう。

「大おお型がたモンスターと複ふく数すう同どう時じに会あうことになるなんて。これも百ひゃく竜りゅう夜や行こうの影えい響きょうで生せい態たい系けいが乱みだれているせいか？」

「うわっ」

　アガタはビシュテンゴのひっかき攻こう撃げきをかわした。

　尻しっ尾ぽで立たち上あがっている分ぶん、体からだは高たかいところにある。その高たかい位い置ちから、尻しっ尾ぽをバネにして、勢いきおいをつけて襲おそいかかってくるんだ。

「アガタ、大だい丈じょう夫ぶか」

　ヤクモがビシュテンゴに斬きりかかる。

　ビシュテンゴはぴょんぴょん跳とんでよけ、こっちが油ゆ断だんしたスキを見みて、不ふ意いに攻こう撃げきしてくる。

　せっかくアケノシルムが疲つかれているのに、追つい撃げきするどころじゃない。

　まさかこんなところで、二頭とう目めのモンスターに攻こう撃げきされるなんて。

　こんなの想そう定てい外がいだ。

　体たい勢せいを立たて直なおさなければ、二頭とう同どう時じに相あい手て取どるのは難むずかしい。

「ヤクモさん、アケノシルムが……！」

　アマネが指ゆびさしながら言いう。

　見みれば、アケノシルムが逃にげ出だしていた。

「ヤクモ、アケノシルムを頼たのむ！」

　アガタは太刀たちを握にぎって、ヤクモとビシュテンゴの間あいだに立たちはだかった。

　クエストの目もく的てきはアケノシルム狩しゅ猟りょうなのだから、他ほかのモンスターにかまっている場ば合あいじゃない。

「アガタ！」

「ここはオレに任まかせろ！」

　はじめて対たい峙じするモンスターだけど、こわがることはない。

　むしろ、わくわくする。

　アガタは「知しらないことを知しる」のが大だい好すきだ。

「わかった、頼たのむ」

　アガタのキラキラした目めを見みて、ヤクモが表ひょう情じょうをやわらげた。

　あとは迷まよわず背せを向むけて、アケノシルムを追おう。

「オレもすぐ行いくからな」

　ヤクモへそう声こえをかけ、アガタはビシュテンゴに斬きりかかった。

　クエストの目もく的てきではないのだから、ビシュテンゴを狩かる必ひつ要ようはない。

　スキを見みて、アガタもアケノシルムの後あとを追おうつもりだった。

　しかし。

「いけるか？」

　と、距きょ離りを取とろうとしたら。

　バシュッ！

　ビシュテンゴが、なにか投なげてきた！

　顔かおの横よこをものすごい勢いきおいで飛とんでいった。

　耳みみ元もとを切きる風かぜの音おとの鋭するどさで、そのスピードのすごさがわかる。

「なに今いまの。こっわ」

　なにを投なげてきたのか、たしかめる間まもなく。

　ビシュッ！　バシュッ！

　次つぎ々つぎと投なげてくる！

「うわわわ」

　よけるだけでせいいっぱい。

「キキキッ」

　ビシュテンゴは威い嚇かくするように跳とびはねている。

「なんだこれ……柿かき？」

　ビシュテンゴが投なげていたのは、色いろとりどりの柿かきだった。

　しかも、尻しっ尾ぽを使つかって投なげていた。

　体からだを支ささえることができるほど、強つよい弾だん力りょくを持もつ尻しっ尾ぽで投なげるんだ。

「めちゃ大おおきいなこの柿かき。しかも、硬かたっ」

　こんなのぶつけられたら、当あたり所どころによっては大たい変へんなことになる。

　距きょ離りをとっても攻こう撃げきされるのなら、近ちかづいた方ほうがいい。

　太刀たちは間ま合あいが短みじかいから、接せっ近きんしなければはじまらない。

「うおおっ！」

　走はしり込こんで突つきをくらわせれば、尻しっ尾ぽが横よこなぐりに襲おそいかかってきた。

　とっさに、転ころがってよける。

「武ぶ器きにもなんのかよ、この尻しっ尾ぽ！」

　万ばん能のうすぎる！

「アガタ、援えん護ごするニャ！」

　サツキがブーメランでビシュテンゴの注ちゅう意いを引ひいた。

「今いまのうちに」

　アガタはさっき使つかわなかった火ひ石いしコロガシを出だして、ビシュテンゴへ投なげつけた。

「キキィ！」

　大おおげさに跳とびのいた。火ひは苦にが手てみたいだ。

　その瞬しゅん間かんを逃のがさず、斬きりかかる。

　一撃げき、二撃げき、大おおきなモーションで三撃げき目め……！

「決きまった！」

　ビシュテンゴはよろめいた。

　追つい撃げきしようとしたアガタに向むかって、ビシュテンゴは咆ほう哮こうした。

　その次つぎの瞬しゅん間かん。

　とんでもない勢いきおいで、大たい量りょうの柿かきを投なげつけてきた!!

「うわああっ」

　よけるなんて無む理り！

　よくわからないままに、柿かきがボコボコ当あたって、アガタはひっくり返かえった。

「しっかりするニャ！」

　サツキにけとばされ、正しょう気きに返かえる。

「ありがと……くっそ、今いま、意い識しきとんでた」

　まだくらくらする。

　だけどアガタは立たち上あがった。

　さらに攻こう撃げきされたらひとたまりもない。早はやく、構かまえなければ……。

　でもビシュテンゴは攻こう撃げきしてこなかった。

「キキィ～～」

　なんだかおどるように、こちらを見みて跳とびはねている。

　やーい、やーい。

　と、小こ馬ば鹿かにした感かんじで。

「うわ、ムカつく……」

　アガタは環かん境きょう生せい物ぶつを探さがした。アガタもなにか投なげつけてやりたかった。

　でも今いまは、攻こう撃げきに使つかえそうなものはなにも残のこってない。

　唯ゆい一いつ持もっていたアメフリツブリを、足あし元もとに置おいた。

　このカタツムリは、回かい復ふく効こう果かのある霧きりを出だすんだ。

　痛いたんだ体からだをゆっくりと癒いやしてくれる。

　ふと見みれば、足あし元もとにビシュテンゴが投なげた柿かきが転ころがっている。

　毒どく々どくしい紫むらさき色いろだ。こんな柿かき、見みたことない。

「ええい、これでもくらえ！」

　アガタは紫むらさき色いろの柿かきを拾ひろって、ビシュテンゴに投なげつけた！

「キイッ!?」

　自じ分ぶんの柿かきを投なげられるとは思おもってなかったのか、ビシュテンゴはまともに柿かきをくらった。

「ふん、のんきにおどってるからだ」

　アガタはさらに柿かきを投なげた。

「ウキーーッ」

　ビシュテンゴもまた、柿かきを投なげてきた。

「うきーーっ」

　アガタも柿かきを拾ひろっては投なげる。


「ウキーーッ」

「うきーーっ」



　アガタとビシュテンゴの間あいだを、いろんな色いろの柿かきが飛とび交かった。

「ちょ……っ」

　オレンジ色いろの柿かきが当あたったアガタは、体からだがしびれて動うごけなくなった。

　やばい、この柿かき、こんな効こう果かがあるのか！

　今いま襲おそわれたらこまる……と思おもって見みれば、向むこうもなんだかビリビリして動うごけないようだ。

　オレンジ色いろの柿かきが当あたったらしい。

　しかもビシュテンゴは、毒どく状じょう態たいでもあるらしい。

「ひょっとして、紫むらさき色いろの柿かきは毒どく効こう果かありか……！」

　なんだか環かん境きょう生せい物ぶつみたいだ。ビシュテンゴの柿かき。

「しっかりするニャ、これで二回かい目め！」

　サツキに蹴けりを入いれられ、しびれが取とれた。

「サツキ、柿かきを集あつめるぞ。環かん境きょう生せい物ぶつの代かわりに使つかってやる！」

　その場ばにあるもので工く夫ふうして狩かるのが、アガタのやり方かただ。

　環かん境きょう生せい物ぶつでも、モンスターが投なげた柿かきだとしても！







17　大だい乱らん闘とう！







　一いっ方ぽう、アケノシルムを追おっていったヤクモは、いまだに、アケノシルムを狩かることができないでいた。

　アケノシルムは疲つかれていて、スキだらけだった。

　今いま攻こう撃げきを集しゅう中ちゅうさせれば、一いっ気きに狩しゅ猟りょうできたかもしれない。

　そう思おもうからこそ、ビシュテンゴをアガタひとりに任まかせて、アケノシルムを追おってきたのに。

　アケノシルムを前まえにして、なにもできないでいる。

「こまったな……」

　アケノシルムを追おって、山さん門もんから沼ぬまの反はん対たい側がわに出でた。

　大たい社しゃ跡あとではなにかと通とおることの多おおい、道みちが交こう差さしている場ば所しょまで来きた。

　そこには、オサイズチがいた。

　なにをするでもなく、ゆうゆうと歩あるいている。

　オサイズチは、イズチのリーダーだ。今いまもイズチを二頭とう連つれている。

　アケノシルムは、オサイズチが目めに入はいっているのかいないのか、そこで足あしを止とめて一ひと休やすみをはじめた。

「こんなせまい場ば所しょで、大おお型がたモンスター二頭とうと行いき会あうなんて……」

　二頭とうは互たがいには関かん心しんがない様よう子すで、微び妙みょうな距きょ離りを置おいている。

　ここでもし、ヤクモがアケノシルムを攻こう撃げきすれば、オサイズチを刺し激げきすることになる。

　オサイズチと二頭とうのイズチを怒おこらせてしまってはまずい。

　かといって、せっかくアケノシルムが疲つかれておとなしくなっているのに、このまま回かい復ふくさせてしまっては、今いままでの努ど力りょくが無む駄だになる。

「さぁて、どうするか……」

　二頭とう同どう時じに相あい手てをするのは大たい変へんだが、今いまならアケノシルムは疲つかれてるんだし、さっさと片かた付づけるか。

「ヤクモさんがまた、おおざっぱなことを考かんがえてますニャ」

　アマネが図ず星ぼしを指さしてくる。

「すぐ力ちから押おしすることを考かんがえますのニャ」

「ぎくっ。ばれてる」

　今いままでずっと、力ちから押おししてきたからなあ。

　それで、なんとかなっていた。

　多た少しょう傷きずだらけになっても、アマネが癒いやしてくれるし。

　雑ざつな狩かり方かたをしている自じ覚かくはある。

「おれは強つよいから、雑ざつにやってもなんとかなる」

　自じ分ぶんに確かく認にんするようにつぶやいて、太刀たちの柄えを握にぎる。

　まずはアケノシルムだ。間かん髪はつをいれず技わざを放はなって、一いっ気きにしとめる……！

　ヤクモが息いきをつめた、その瞬しゅん間かん。





「うおおおーーっ!!」

　ドドドドド……!!






　おたけびと土つち煙けむりを上あげて、アガタが現あらわれた。




「アガタ!?」

　アガタは、ビシュテンゴの背せ中なかに乗のっていた！
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　アガタにとって、はじめての操そう竜りゅうだ。

　ビシュテンゴの背せ中なかに乗のり、鉄てっ蟲ちゅう糸しで操あやつるのだが。

「ぜんっぜんうまくいかないっ」

　百ひゃく竜りゅう夜や行こうのとき、ヤクモがあまりにさくっと操あやつるので、もっと簡かん単たんなのかと思おもっていた。

　まったく思おもうようにいかない。

　なんとかアケノシルムを見みつけて、そちらへ向むけて走はしったのはいいが。

「うおおおーーっ!!」

　と、横よこを素す通どおりしてしまった。

「おーい、どこ行いくんだー？」

　ヤクモが声こえをかけてくる。

「止とまってくれないんだ！」

「でも、そっちへ行いくと……」

「え？」

　目めの前まえに、オサイズチがいた。

「ウソーー!!」

　ドッシーーン！

　アガタはビシュテンゴに乗のって、オサイズチに突とつ撃げき。

「ギャアォオオ！」

　オサイズチが怒いかり、イズチもざわめき立たつ。

「アガタ、逆ぎゃくだよ。アケノシルムはこっち」

「わ、わかってる。けど」

　まがってくれないよーー！

　怒おこったオサイズチが尻しっ尾ぽを振ふり回まわし、ビシュテンゴを攻こう撃げきしてくる。

　せまい道みちの真まん中なかで、大おお型がたモンスター二頭とうが暴あばれ出だしたんだ。

　休やすんでいたアケノシルムに、オサイズチの尻しっ尾ぽが当あたる。

「グゥルーー!!」

　アケノシルムも怒おこった。

「ええいっ、まがれ！」

　ビシュテンゴを操そう作さして、アケノシルムに突とつ撃げき。

「行いけーー!!」

　なんでもいいから、強つよい攻こう撃げきをしろ、と操そう竜りゅうすれば、ビシュテンゴは柿かきを投なげはじめた。

　柿かきの雨あめが飛とび散ちる。

　アケノシルムが火か炎えんをあっちこっちに吐はきはじめる。

　オサイズチが尻しっ尾ぽをぶんぶん振ふり回まわす。

「あー、なんというか……えらいこっちゃな」

　少すこし離はなれたところで、ヤクモとオトモ二匹ひきが眺ながめている。

　これは手てが出だせない。

「うおー、おー、ひゃー」

　アガタは文も字じ通どおり、手てがいっぱい。

　鉄てっ蟲ちゅう糸しを両りょう手てで握にぎって操あやつって、目めの前まえのモンスターにとりあえず攻こう撃げき。

「って、ちがうだろ！」

　目めの前まえのオサイズチを攻こう撃げきしてしまった。

　ねらうのは、アケノシルムだ！

　最さい後ごに突とっ進しんの指し示じだけ出だして、アガタはビシュテンゴから飛とび降おりた。

　というか、振ふり落おとされて、べちゃっと着ちゃく地ちした。

「いってぇ」

　背せ中なかをさすっていると、

　ドーーン！

　と大おおきな音おとがした。

　見みれば、アケノシルムとビシュテンゴが団だん子ごになって転ころがっている。

　オサイズチはいない。どうやら逃にげ出だしたようだ。

「いいぞ、アガタ！」

　ヤクモが太刀たちを抜ぬいて、翔かけり蟲むしでひらりと飛とんだ。

　そのまま、倒たおれたアケノシルムに斬きりかかる。

「かっこいい……」

　つい、すなおな声こえが出でてしまった。そんなこと言いってる場ば合あいじゃない。

　アガタも立たち上あがり、太刀たちを抜ぬいた。

「アガタは、ビシュテンゴを頼たのむ」

「おおっ」

　また二頭とうを相あい手て取どることになってしまったのだから、アガタとヤクモで手て分わけする必ひつ要ようがある。

　ビシュテンゴに突とつ撃げきされたアケノシルムは、息いきも絶たえ絶だえだった。

　そこにヤクモの技わざが決きまる！

　桜おう花か鉄てっ蟲ちゅう気き刃じん斬ざん！

　きらめく太刀たちの軌き跡せきが、花はなのように美うつくしい。

　アケノシルムが、どううっと倒たおれた。

　狩しゅ猟りょう達たっ成せいだ。

　大おお型がたモンスター二頭とうに攻こう撃げきされたビシュテンゴも、すっかり弱よわっていた。

　それでも念ねんのため、アガタはビシュテンゴにオレンジ色いろの柿かきをぶつけて、動うごきを止とめた。

　このタイミングなら、あの技わざを試ためせそうだ。

　モンジュから特とっ訓くんしてもらった、あの技わざ！

「気き刃じん大だい回かい転てん斬ぎり連れん携けいだ！」
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　技わざの連れん携けいがすべて決きまった！

「よっしゃあああっ」

　ビシュテンゴが倒たおれた。

　もう動うごかない。

　狩しゅ猟りょう達たっ成せいだ。

「やっ……」

「やったニャーー！」

　アガタが声こえを上あげる前まえに、サツキが飛とび上あがって叫さけんだ。

「もーっ、もーっ、ほんっと心しん配ぱいしたニャ。アガタときたら、いろいろ無む茶ちゃするから！」

「あはは……ありがと」

　ヤクモも駆かけ寄よってきた。

「やったな」

「おお！」

　改あらためて、ヤクモとアガタはうなずき合あった。

「操そう竜りゅうなんてできたんだな、びっくりした」

　ヤクモがそう言いうから、アガタは胸むねを張はった。

「環かん境きょう生せい物ぶつのおかげだよ。ビシュテンゴと追おいかけっこやら柿かき投なげやらしてるうちに、クグツチグモを見みつけたんだ」

　クグツチグモは強つよい粘ねん着ちゃく性せいの糸いとを吐はくクモで、モンスターを操そう竜りゅうしやすい状じょう態たいにできる。

「クグツチグモか……使つかったことないなあ」

「ヤクモは、ぶんなぐってモンスターに言いうこときかせる系けいだもんな」

「ぎくっ。ばれてる」

「操そう竜りゅうはヒバサに習ならったんだけど……実じっ際さいやってみたらぜんぜん思おもうように動うごかないや」

「モンスターごとに個こ性せいがあるからなあ」

「そうなの？　じゃあ、いろんなモンスターを操そう竜りゅうしてみたい！」

　アガタは目めをキランと輝かがやかせた。

　知しらないことが山やまほどある。

　それをこれから知しっていくのが楽たのしい。

　うれしい。

「あっ」

　アガタが突とつ然ぜん叫さけんだ。

「マネキキズクだ！」

　言いうなり、翔かけり蟲むしでビューーン！　と飛とんで、いなくなってしまった。

「どこにいるって？」

「さあ、わかりませんニャ」

「アガタはやたら目めがいいからニャ」

　残のこされたヤクモたちは、笑わらい出だした。

「変かわらないなあ、あいつ」







18　オレたちの狩しゅ猟りょうはこれからだ！







　カムラの里さとはまた、さわがしくなっていた。

　マガイマガドの目もく撃げき情じょう報ほうが入はいったんだ。

　おそらくまた、百ひゃく竜りゅう夜や行こうも起おこるだろう。

　たたら場ば前まえで里さと長おさのフゲンがヤクモに話はなしているのを、アガタは横よこから聞きいていた。

「ヤクモ！　マガイマガド狩しゅ猟りょうには、オレも一いっ緒しょに行いくからな！」

　アガタはやる気き満まん々まんだ。

「モンジュとヒバサにも特とっ訓くんを受うけているし、ウツシ教きょう官かんの訓くん練れんも受うけてるし！　鉄てっ蟲ちゅう糸し技ぎも使つかえるようになってみせるし！」

「ああ、頼たよりにしてるよ」

　ヤクモはおおらかにほほえんでいる。

　広ひろ場ばから、茶ちゃ屋やの前まえを通とおりかかると、ヨモギが声こえをかけてきた。

「ねえねえ、アガタ君くん。環かん境きょう生せい物ぶつをいろいろ使つかって狩かりをしたんだって？」

「おお！　環かん境きょう生せい物ぶつはいいぞ。いろんな特とく徴ちょうがあって、使つかい方かた次し第だいで、みんな役やくに立たつんだ」

「すごいね！　アガタ君くんは環かん境きょう生せい物ぶつを好すきなまま、強つよくなったんだ」

「そうとも！　オレらしくなきゃ、うまく狩かれてもわくわくしないもんな。わくわくしないと、強つよくなりにくいし」

　好すきだから、訓くん練れんはつらくない。

　わくわくする。

　わくわくする気き持もちは、アガタを前まえへ進すすませる。

「アフン」

　変へんな声こえがすると思おもったら、茶ちゃ屋やの横よこでハルトがイオリになでられていた。

　サツキも並ならんで、気き持もちよさそうになでられている。

「イオリ、相あい変かわらず匠たくみの手てだな。オトモたちがメロメロだ」

　アガタが言いうと、イオリは笑わらって答こたえた。

「オトモは大たい切せつな相あい棒ぼうだからね。ハンターさんに実じつ力りょくを発はっ揮きしてもらうためにも、オトモの世せ話わは重じゅう要ようだよ」

「ありがとな。いつかマガイマガド狩しゅ猟りょうに行いくときも、オトモには活かつ躍やくしてもらわなきゃだしな」

「……え。あの、じゃあボクも、役やくに立たってるのかな？」

「めっちゃ役やくに立たってるよ！　見みてよこのハルトとサツキの顔かお！　これ見みてるだけで、オレもうれしくなるし、頼たよりになってる！」

「そっか……」

　イオリはひかえめにうなずいた。

　もっと「役やくに立たってるぞ！」って口くちに出だしてもいいのに。アガタは思おもう。

　いや、自じ分ぶんで言いえなかったり、自じ信しんがなかったりする人ひともいるだろう。

　アガタがなんでも口くちに出だしちゃうだけで。

　それなら、アガタが言いえばいい。

「いつもありがとな、イオリ。すっごく助たすかってる。ありがたいと思おもってる！」

「え、あ、そんな」

「ヨモギも、いつもおいしいお団だん子ごありがとう！　食たべると力ちからがわいてくるから、クエストに行いくときは絶ぜっ対たい食たべるし。おかげで元げん気きに狩かりができる！」

「ありがとーー！　そっか、私わたしのお団だん子ごも役やくに立たってるんだ。私わたしにもできることがあるんだ」

　ヨモギは、イオリと目めを合あわせてうなずきあった。

　以い前ぜん、里さと長おさに言いわれたこと。

　自じ分ぶんたちにできることをせいいっぱいやれ、それが里さとを守まもることになる。

　……その答こたえは、まだ見みつからないけど。

　なんだか、目めの前まえが明あかるくなった気きがする。

「あー、なんか私わたし、すっごくやる気き出でてきた！　もっとおいしいお団だん子ご作つくっちゃうぞ」

　ヨモギは茶ちゃ屋やのアイルーたちとガッツポーズ！

「やったーー！」

　アガタも一いっ緒しょになって、大おお声ごえでガッツポーズ。

　おいしいお団だん子ご大だい歓かん迎げい！
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「ほんとにぎやかだなあ、アガタは」

　ヤクモが言いう。

「あ、うるさすぎる？」

「一いち応おう気きにするんだ？　アガタがうるさいのはいつものことだから、それはもういいよ」

「肯こう定ていした！　そこは『そんなことないよ』って言いうべきだろ？」

「あはは」

「ヤクモって意い外がいと口くち悪わるいよな」

「この見みた目めで得とくしてる分ぶんはあるよなー。なに言いってもわりとさらっと流ながされるというか」

「自じ覚かくしてるし！」

　ヤクモは笑わらい、ひとりごとのように言いう。

「まあおれも、もう少すこしていねいに狩かるよう、がんばってみるかな」

「へ？　力ちから押おしするんじゃなくて？」

「アガタを見みてると、おれにもなにか、別べつの可か能のう性せいがあるんじゃないかって気きがする」

「ヤクモは今いまのままで十じゅう分ぶん強つよいじゃん」

　アガタがすなおに言いうと、

「だからもっと強つよくなって、アガタと差さを付つける」

　と、さらりと返かえしてくる。

「あーーっ、オレだってオレだって、もっと強つよくなるんだからな！」

「あはは。負まける気きがしない」

　だから、ヤクモは意い外がいと口くちが悪わるいんだってば。

　それがさらりと許ゆるされるくらい、強つよいハンターなんだ。

　ヤクモはアガタの目もく標ひょうで、頼たよりになる相あい棒ぼうだ。

　……そして、ヤクモに頼たよってもらえるくらい、アガタも強つよくなるんだ。

　カムラの里さとのひとりとして。

　百ひゃく竜りゅう夜や行こうを里さと守もりみんなで打うち破やぶったように。




　ひとりひとりが自じ分ぶんにできることをする。

　それが、大おおきな力ちからになるんだ。
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大阪府在住。血液型はＡ型。ゲームのノベライズを多く手がけている。代表作は角川つばさ文庫「モンハン日記 ぽかぽかアイルー村」シリーズ、「モンスターハンタークロス ニャンターライフ」シリーズなど。




太平洋海／絵

名古屋市在住のマンガ家。代表作に「モンスターハンタークロス」の４コママンガ「はんたま」、「乙女子プロフェッショナル」（コミックダンガン）がある。『モンスターハンター』のメイン武器は双剣。
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本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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